
白壁の町並みを練り歩く

八女矢部まつりなど秋のイベント紹介
平成27年度決算状況
定住促進事業のご案内
ふるさと支援寄附について
全国学力・学習状況調査結果をお知らせします

2～3
4～7

8
12

16～17

【今月の主な内容】

土橋八幡宮の神霊が稲富の御
お た び し ょ

旅所に渡
と ぎ ょ

御する「土橋八幡宮神幸行事」が10月17日
㈪に、御旅所に二泊した後再び同八幡宮に戻る「還幸行事」が19日㈬に行われました。
祭りでは、赤い赭

しゃぐま

熊をかぶった子どもたちや獅子舞がにぎやかに町並みを練り歩きま
した。獅子にかまれるとその年は無病息災で過ごせると言われており、沿道には赤ちゃ
ん連れなど多くの見物人が健康を祈願していました。この祭りは市の無形民俗文化財
に指定されており、1601年（慶長6年）、筑後一円の領主となった田中吉政公が福島
城を築城する際に、同八幡宮を現在地に移転したことから始まったとされています。

112016(平成28年)
No.1103

広報
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今
年
で
32
回
目
を
迎
え
る
「
八
女

矢
部
ま
つ
り
」。
今
回
も
楽
し
い
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
矢
部

村
で
採
れ
た
新
鮮
野
菜
や
山
芋
コ
ー

ナ
ー
、
特
産
物
が
当
た
る
入
場
者
抽

選
（
空
く
じ
な
し
）、
コ
ケ
ッ
コ
競
鶏

レ
ー
ス
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
矢
部
小・

中
学
生
が
披
露
す
る
八
女
津
媛
神

社
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
浮
立
」
の

舞
も
見
所
の
一
つ
で
す
。
山
里
の
秋
、

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
八
女
矢
部
ま
つ

り
に
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

⃝

日
時
＝
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

⃝

場
所
＝
矢
部
川
源
流
公
園

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
11
月
19
日
㈯

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＆
セ
レ
モ
ニ
ー
農

林
産
物
品
評
会
表
彰
〈
10
時
～
〉

◦
八
女
消
防
本
部
音
楽
隊
演
奏

〈
10
時
40
分
～
〉

◦
矢
部
保
育
園
鼓
隊〈
11
時
10
分
～
〉

◦
も
ち
な
げ
大
会
〈
11
時
30
分
～
〉

◦
歌
謡
シ
ョ
ー（
徳
永
潤
）〈
12
時
～
〉

◦
八
女
津
媛
神
社
浮
立
（
矢
部
小
中

学
生
）〈
13
時
～
〉

◦
公
卿
唄・木
挽
き
歌・山
師
音
頭（
矢

部
民
謡
を
伝
承
す
る
会
）〈
14
時
～
〉

◦
郷
土
芸
能
「
石
づ
き
」〈
14
時
30

分
～
〉

◦
宝
さ
が
し
〈
15
時
～
〉

八
女
矢
部
ま
つ
り

　

錦
秋
、
色
あ
ざ
や
か
な
紅
葉
に

つ
つ
ま
れ
る
八
女
の
名
、
発
祥
の

地
八
女
津
媛
神
社
。
日
本
書
紀
に

そ
の
名
を
残
す
女
神
「
八
女
津
媛
」

に
見
守
ら
れ
、
歴
史
と
文
化
の
香

り
も
豊
か
な
こ
の
地
に
て
、
紅
葉

狩
り
、
境
内
散
策
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
、
俳
句
・
短
歌
大
会
、
青
空

市
場
を
行
い
ま
す
。
な
お
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
お
よ
び
俳
句
・
短
歌
大
会

は
選
考
の
う
え
表
彰
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
地
元
住
民
に
よ
る
手
作
り

郷
土
の
味
で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

神
社
境
内
に
お
い
て
、
地
元
民
謡

歌
手
「
栗
原
晨し

ん

護ご

」
氏
を
顕
彰
し

て
歌
や
民
謡
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
も
開
催
し
ま
す
。

⃝

期
日
＝
11
月
13
日
㈰
11
時
～

⃝

場
所
＝
矢
部
村
八
女
津
媛
神
社

八女の地、発祥の地
「八女津媛神社
もみじまつり」

　詠題「秋（秋に関すること）」または自由。
俳句短歌どちらでもかまいません。八女津媛
神社の投句箱に投稿していただくか官製ハガ
キやファクス、Ｅメールでも投句出詠いただ
けます。俳句短歌作品（自作未発表の作品）
と住所、氏名、電話番号を必ず明記し、もみ
じまつり事務局までお送りください。（※匿名
やペンネームの応募、連絡先不明の作品は
表彰の対象になりません）
◦応募締切＝11月30日㈬※当日消印有効
◦結果発表＝12 月上旬。入選者には主催者
より通知、賞品として地元の農産物を進呈

八女津媛神社もみじまつり
「俳句・短歌大会」作品募集

◦問い合わせ＝もみじまつり実行委員
会事務局 栗原悠次（☎ 47・2073）
E-mail:yuji@e ‐ yamecha.com

11/13
㈰

第32回

▽
11
月
20
日
㈰

◦
も
ち
な
げ
大
会
〈
10
時
30
分
～
〉

◦
飯
干
太
鼓
〈
11
時
～
〉

◦
ダ
ン
ス・歌（
中・高
生
講
座「
ち
ゃ

り
Ｔ
ｅ
ｅ
ｎ
’
ｓ
）〈
11
時
30
分
～
〉

◦
八
女
茶
Ｐ
Ｒ
（
ダ
ニ
ー
茶
茶
）

〈
11
時
45
分
～
〉

◦
歌
と
踊
り
（
矢
部
村
文
化
連
盟
）

〈
12
時
～
〉

◦
演
奏
（
エ
レ
キ
バ
ン
ド
・
ド
リ
ー

ム
ボ
ー
イ
）〈
13
時
30
分
～
〉

◦
歌
謡
シ
ョ
ー（
徳
永
潤
）〈
14
時
～
〉

◦
郷
土
芸
能
「
石
づ
き
」〈
14
時
30

分
～
〉

◦
宝
さ
が
し
〈
15
時
～
〉

▽
19
日
・
20
日
共
通

【
ふ
る
さ
と
自
慢
大
集
合
】
新
鮮
青

空
市
場
、
ふ
る
さ
と
の
味
コ
ー
ナ
ー
、

焼
芋
コ
ー
ナ
ー
、
生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
】
特
産
物

が
当
た
る
入
場
者
抽
選
、
コ
ケ
ッ
コ

競
鶏
レ
ー
ス
、
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
、

木
工
広
場
（
木
工
キ
ッ
ト
販
売
）

イ
ベ
ン
ト

矢部支所建設経済課
（☎４７・３１１１）

11/19㈯
～20㈰

矢部川源流公園
（矢部村北矢部

字鬼塚）
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お陰さまで
開館１周年

入館無料

八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館

「
い
わ
い
の
郷さ

と

」

平
成
27
年
11
月
28
日
に
開
館
し
た
八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
「
い
わ
い
の

郷
」
は
、
今
年
11
月
に
１
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
１
周
年
を
記
念
し
て
、
講
演

会
を
は
じ
め
様
々
な
角
度
か
ら
皆
さ
ん
を
古
代
ロ
マ
ン
へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。

八女市岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」のご紹介
「知る・交流・体験」ができる施設です。施設の南側には、国指定史跡
である「岩戸山古墳」があります。今から1500 年前、この巨大な古墳
を築いたのは、八女を拠点とし活躍した古代九州の大豪族「筑紫君磐井」
でした。常設展示室では、北部九州最大の前方後円墳を築いた郷土の英
雄「筑紫君磐井」を通して、古代八女の新たな発見ができます。

「
筑
紫
君
磐
井
の

時
代
の
東
ア
ジ
ア
」

石
人
石
馬
と
木
の
埴
輪

岩
戸
山
古
墳
四
季
の
移
ろ
い
写
真
展

「旭座人形芝居」きたる！

13
時
45
分
～
15
時
15
分

◦
開
館
時
間
９
時
～
17
時
15
分
（
入
館
は
17
時
ま
で
）

※
月
曜
休
館(

月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

筑
紫
君
磐
井
と
継
体
大
王
と
の
戦
い
は
、
実

は
国
際
的
な
紛
争
で
あ
っ
た
の
か
。
ア
ジ
ア

史
か
ら
八
女
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

糸
島
市
の
国
指
定
釜
塚
古
墳
か
ら
出

土
し
た
木
の
埴
輪
を
石
人
石
馬
の
同
形

の
も
の
と
見
比
べ
る
チ
ャ
ン
ス
！
ほ
か

に
も
糸
島
市
の
馬
具
２
点
が
お
目
見

え
。

岩
戸
山
古
墳
に
残
る
豊
か
な
自
然
を
写

真
を
見
な
が
ら
楽
し
め
ま
す
。

人形浄瑠璃を脈々と受け継い
できた黒木町鰐八（わにばち）
集落。ここから始まった旭座人
形芝居を上演します。

西谷 正 氏
（九州大学名誉教授・
海の道むなかた館館長）

開
館
１
周
年
記
念
講
演
会
／
入
場
無
料
／
先
着
２
０
０
人
・
要
申
込

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

特
別
展

11/27
㈰

11/27
㈰

10/25
～

12/11

13
時
15
分
～

　

13
時
30
分

〒 834-0006
八女市吉田 1562-1
☎ ２４・３２００
O ２４・３２10
Shttp://www.city.
yame.fukuoka.jp/
iwatoyama/html

11
月
の

秋
祭
り
情
報

【
５
日
㈯
】　

▽
八
幡
ふ
れ
あ
い
広
場
（
八
幡

小
学
校
）

【
６
日
㈰
】　

▽
八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る
さ
と
祭
り

（
黒
木
町
駅
跡
イ
ベ
ン
ト
広
場
）

▽
白
木
の
秋
の
収
穫
祭
（
旧
白

木
小
学
校
）

▽
し
も
や
ま
田
舎
ま
つ
り
（
わ

ら
べ
の
里
研
修
セ
ン
タ
ー
※
旧

下
横
山
小
学
校
）

▽
お
く
ぼ
日
和
（
み
ん
な
の
館

※
旧
尾
久
保
小
学
校
）

【
12
日
㈯
・
13
日
㈰
】　

▽
八
女
上
陽
ま
つ
り
（
春
の
山

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▽
八
女
星
の
ま
つ
り
（
星
の
ふ

る
さ
と
公
園
）

【
13
日
㈰
】

▽
八
女
津
媛
神
社
も
み
じ
ま
つ

り
（
八
女
津
媛
神
社
）

【
19
日
㈯
～
20
日
㈰
】

▽
八
女
矢
部
ま
つ
り
（
矢
部
川

源
流
公
園
）

【
20
日
㈰
】　

▽
笠
原
ま
つ
り
だ
っ
で
ん
祭（
旧

笠
原
小
学
校
）

11
月
の
八
女
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

が
い
っ
ぱ
い
。
家
族
や
友
達
と
一
緒

に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
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八
女
市
で
は
条
例
に
基
づ
き
、

毎
年
5
月
と
11
月
に
市
の
財
政
状

況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

平
成
27
年
度
の
決
算
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
広
報
紙
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
簡
素

化
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、「
財

政
事
情
」
は
、
企
画
財
政
課
や
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
財
政
課
財

政
係
（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

　
平
成
27
年
度
は
、
第
４
次
八
女

市
総
合
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
計
画
に
基
づ
い
て
、
財
源
の
重
点

的
な
配
分
を
行
い
、
少
子
高
齢
化

対
策
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
、
農
林
業
の
振
興
、
観
光
の

振
興
、
過
疎
対
策
や
定
住
促
進
な

ど
の
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
で
３

９
４
億
３
９
４
６
万
円
、
歳
出
で
３

７
２
億
５
７
９
４
万
円
、
差
引
き
21

億
８
１
５
２
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事

業
に
あ
て
る
財
源
1
億
２
１
７
５

万
円
を
差
し
引
き
、
実
質
収
支
で

20
億
５
９
７
７
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
か
ら
10
億

◉
決
算
の
状
況

◦平成27年度歳出　372億5,794万円

農林水産業費
26億5,281万円
           （7.1％）

教育費
28億1,869万円
           （7.6％）

災害復旧費
31億4,207万円
           （8.4％）

土木費
30億8,268万円
        （8.3％）

衛生費
23億233万円
　    （6.2％）

商工費
11億1,180万円
　  　  （3.0％）

消防費
12億1,717万円
　  　  （3.3％）

その他
3億7,242万円
         （1.0％）

●その他の内訳
議会費　　  3億1,211万円
労働費　　　    6,031万円

市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
今
回
は
「
平
成
27
年
度
決
算
状
況
」に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成27年度

決算状況

◉
企
画
財
政
課
財
政
係
（
☎
２
３・１
３
４
６
）

グ
ラ
フ
❷

グ
ラ
フ
❶

◦平成27年度歳入　394億3,946万円

公債費
38億3,177万円

         （10.3％）

　

　総務費
　50億8,884万円

           （13.6％）

　民生費
　　116億3,736万円　　
　　　　 （31.2％）

諸収入
8億2,885万円
　　　 （2.1％）

その他
19億9,225万円
　　　 （5.1％）

繰越金
23億6,909万円
　　　 （6.0％）

市税
66億6,298万円
          （16.9％）

地方交付税
138億5,218万円
　　　 （35.1％）

国県支出金
90億8,942万円
　　　 （23.0％）

市債
26億6,384万円
          （6.8％）

その他
19億8,085万円
            （5.0％）

自主財源
118億
5,317万円
      （30.1％）依存財源

275億8,629万円
          （69.9％）
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円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、

残
り
の
黒
字
額
10
億
５
９
７
７
万

円
を
平
成
28
年
度
の
財
源
に
充
当

し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
み

る
と
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
市
税
が
、

歳
入
全
体
の
16
・
9
％
に
あ
た
る

66
億
６
２
９
８
万
円
、
地
方
交
付

税
は
35
・
1
％
に
あ
た
る
１
３
８

億
５
２
１
８
万
円
、
国
県
支
出
金

は
23
・
0
％
に
あ
た
る
90
億
８
９

４
２
万
円
で
、
自
主
財
源
が
30
・

1
％
、
依
存
財
源
が
69
・
9
％
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
金

額
の
大
き
い
順
に
目
的
別
に
み
る

と
、
民
生
費
が
最
も
高
く
１
１
６

億
３
７
３
６
万
円
で
全
体
の
31
・

2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
と
し
て
、
し
ょ
う
が
い
者
の
自

立
支
援
給
付
事
業
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
等
で
す
。
続
い
て
、

総
務
費
が
13
・
6
％
に
あ
た
る

50
億
８
８
８
４
万
円
、
公
債
費
が

10
・
3
％
に
あ
た
る
38
億
３
１
７

７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

　
9
月
議
会
に
お
い
て
、
平
成
27

年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成

27
年
度
の
決
算
状
況
を
法
に
基
づ

き
全
国
統
一
の
指
標
と
し
て
計
算
し

た
も
の
で
、基
準
を
超
え
た
場
合
は
、

財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
計

画
的
に
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
八
女
市
は
、
国
が
示
し
て
い
る
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
地
方
公
営

企
業
の
資
金
不
足
も
生
じ
て
い
ま
せ

ん
。

⃝

実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に
つ
い
て

は
、
普
通
会
計
（
一
般
会
計
・
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
費
特
別

会
計
・
矢
部
診
療
所
特
別
会
計
）

に
お
い
て
黒
字
で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

⃝

連
結
実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に

つ
い
て
は
、
普
通
会
計
に
そ
の
他
の

特
別
会
計
を
含
め
た
数
値
が
黒
字

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

⃝

実
質
公
債
費
比
率
は
、
そ
の
年
度

の
標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
起
債

（
借
金
）
の
返
済
額
（
公
営
企
業
分

や
一
部
事
務
組
合
の
起
債
を
含
む
）

の
割
合
を
出
し
た
も
の
で
す
。

⃝

将
来
負
担
比
率
「
－
」
に
つ
い
て

は
、
負
債
に
充
て
る
た
め
の
財
源

が
負
債
額
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

◉
健
全
化
判
断
比
率　

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険事業費 115億9,198万円 115億7,372万円 1,826万円

簡易水道事業費 7億1,335万円 7億5,129万円 　△3,794万円

住宅新築資金等貸付事業費 1,343万円  1億1,418万円 △1億75万円

下水道事業 14億2,713万円 14億1,194万円 1,519万円

介護保険事業費 69億8,298万円 68億6,083万円 　1億2,215万円

後期高齢者医療  9億8,944万円  9億8,801万円   　143万円

農業集落排水事業 　　8,549万円 　　8,266万円 283万円

矢部診療所 7,402万円 6,166万円 1,236万円

黒木町串毛財産区 139万円 11万円 128万円

黒木町木屋財産区 1,043万円 119万円 924万円

黒木町大淵財産区 1,830万円 200万円 　　 1,630万円

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

八女市 － － 8.6 －

早期健全化基準 12.42 17.42 25.0 350.0 

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

◦平成27年度特別会計決算状況

◦健全化判断比率

※実質赤字額および連結実質赤字額がなく、将来負担比率は算定されないため、数値は
「－」と表示しています。

表
❶

◉
歳
出（
使
っ
た
お
金
）の
内
訳

グ
ラ
フ
❷

◉
歳
入（
入
っ
た
お
金
）の
内
訳

グ
ラ
フ
❶

表
❶

財政用語解説
歳入用語
市 税 皆さんから市に納められるお金

地 方 交
付 税

所得税など国が徴収した税金の
中から、市の財政状況に応じて
交付されるお金

国 県 支
出 金

事業など特定の目的の費用とし
て、国・県から交付されるお金

市 債 大きな事業を行うために、国や
金融機関から借り入れるお金

歳出用語

民 生 費 高齢者・しょうがい者・保育所な
どの福祉全般の事業に使うお金

総 務 費 課税徴収・住民窓口・選挙・統
計などの事務に使うお金

公 債 費 市債の返済のために使うお金

土 木 費 道路・公園整備・住宅管理など
に使うお金

教 育 費
学校運営の費用や、市民会館・
図書館・公民館など教育全般に
使うお金

農 林 水
産 業 費 農業・林業等の振興に使うお金

衛 生 費
健康診断・予防接種・ごみ回収
など、健康で衛生的な生活に使
うお金

消 防 費 消防活動・消防施設の整備など
に使うお金

商 工 費 商工業・観光の振興に使うお金

（単位：％）
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◉ 快適で安全・安心な暮らしを支える都市基盤づくりと
    都市機能の充実
⃝都市圏アクセス環境整備事業  ※1 9,154万円

⃝乗合タクシー運行事業 6,951万円

⃝コミュニティＦＭ放送局運営事業 2,700万円

⃝道路・河川改良事業 8億4,648万円

⃝防災対策事業　 7,178万円

◉ 人と自然にやさしく、暮らしやすい生活空間づくり

⃝住宅用太陽光発電システム設置推進事業　 857万円

⃝住宅改修費補助事業 1,703万円

⃝雇用促進住宅改修事業  ※２ 2億6,683万円

⃝道路河川愛護活動事業 502万円

◉ 地場産業・観光の振興と地域資源を活かした
    新産業創出、雇用の確保
⃝八女材普及促進住宅資材助成事業 　 2,175万円

⃝茶のくにふるさとの旅事業 1,198万円

⃝大淵体験交流施設整備事業  ※３ 2億2,805万円

⃝矢部地区観光物産交流施設整備事業  ※ 4 2億554万円

⃝プレミアム商品券助成事業 8,585万円

⃝新規創業者及び新事業展開補助事業 745万円

◉ 少子・高齢社会に対応し、自分らしく、安心して
　 暮らせるまちづくり
⃝介護予防事業  6,238万円

⃝乳幼児・こども医療対策事業 1億3,092万円

⃝子育て応援券交付事業 8,195万円

⃝やめっ子夢祝金事業　 3,178万円

⃝路線バス通学定期補助事業  ※5　 589万円

◉ 生きる力の育成と豊かな心を育てるまちづくり

⃝学力向上推進事業 8,723万円

⃝心と体の健康教育推進事業 1,614万円

⃝入学祝金事業 4,278万円

⃝姉妹・友好都市交流事業 485万円

⃝岩戸山歴史文化交流館運営事業  ※ 6 3,672万円

⃝田崎廣助美術館整備事業  ※ 7 8,163万円

◉ 市民とともに歩み、市民とともに進めるまちづくり

⃝まちづくり協議会の活動支援強化事業 3,116万円

老朽化した市営住宅の代替住宅および新
婚や子育て世帯、高齢者等の住宅を確保
するため購入した、雇用促進住宅「八女（蒲
原）宿舎」の改修を行いました。

八女インターチェンジの上りバス停を移設
し、パークアンドライド駐車場からバス停
までの距離の短縮を図りました。また、バ
ス停までの階段をスロープ付き階段へ変
更、防犯灯や防犯カメラ設置等の工事を
行いました。高速バスの利便性向上を図り、
都市圏とのアクセス環境を整備することが
できました。

都市圏アクセス環境整備事業1

雇用促進住宅改修事業2

平成27年度の主な事業
Ｐｉｃｋ Uｐ！

大淵体験交流施設整備事業3
大淵地区を中心とした地域振興を図るた
め、スポーツ合宿や自然を生かした体験学
習などの機能を有する簡易宿泊型の交流施
設として、旧大淵小学校を改修し大淵体験
交流施設「げんき館おおぶち」の整備を行
いました。



広報やめ　2016.11.17

矢部地区を中心とした地域振興を図るため、矢
部地区に東の玄関口のおもてなしの場として、
特産物販売・飲食スペース・観光案内の機能
を有する交流施設して、観光物産交流施設「杣
のさと」の整備を行いました。

矢部地区観光物産交流施設整
備事業4

路線バス通学定期補助事業5

Ｐｉｃｋ Uｐ！
一般会計市債・基金残高の推移

市債（市の借金）の残高は、平成28年度末には281億円と
なる見込みです。 基金（市の貯金）の残高は、平成28年
度末には207億円となる見込みです。

（単位：億円）

注：平成27年度までは決算、平成28年度は見込み

（億円）
400

300

200

100

0
23年度  24年度  25年度  26年度  27年度  28年度

市債残高

通学する際に利用する路線バスの定期運賃の
一部を補助し、路線バスの利用を促進するとと
もに、通学定期券購入に係る経済的負担を軽
減し、子育て環境の整備および定住の促進を
図ることができました。

岩戸山歴史文化交流館運営事業6
岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」は、平成
27年11月にオープンしました。この施設では、
八女古墳群から出土した「石人・石馬」など貴
重な文化財を展示するとともに、勾玉作りなど
の古代体験事業や歴史講座、文化の交流事業を
実施していきます。

田崎廣助美術館整備事業7
八女市立花市民センターの市民ホールを改修し、
文化勲章受章者で名誉市民でもある田崎廣助画
伯の作品を展示保存し顕彰できる施設として整
備し、平成28年２月にオープンしました。ご遺
族から寄贈された制作道具を含め、市所蔵およ
び貸借の絵画類などを適切な温湿度管理に基づ
き保存・展示しています。

基金残高

320 311 300 290 281 281

177
199 186

218 218 207
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新
婚
に
伴
う
新
生
活
を
経
済
的
に
支
援
し
、

少
子
化
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
規
に
婚

姻
し
た
世
帯
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
主
な
受
給
資
格

▼
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
を
提
出

し
、
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
一
方
が
40
歳
未
満

で
あ
る
夫
婦
（
初
婚
・
再
婚
問
わ
ず
）

▼
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
人

▼
平
成
26
年
の
夫
婦
の
所
得
を
合
算
し
た
額
が

３
０
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
（
奨
学
金
の
返

済
額
分
を
控
除
可
能
で
す
）

◦
補
助
金
額
【
①
＋
②
＋
③
上
限
18
万
円
】

①
結
婚
を
機
に
新
た
に
住
宅
を
取
得
（
新
築
・

購
入
・
建
替
）
し
た
際
の
費
用
※
増
改
築
除
く

②
結
婚
を
機
に
新
た
に
住
宅
を
賃
借
し
た
際
の

費
用
（
家
賃
、
敷
金
、
礼
金
、
共
益
費
、
仲
介

手
数
料
）

※
勤
務
先
か
ら
住
宅
手
当
等
が
支
給
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
手
当
相
当
額
を
除
く
。

③
市
内
の
住
居
へ
の
引
っ
越
し
費
用

　

　
定
住
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
市
内
に
新
た
に
住
宅
を
取
得
す
る
人
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
主
な
受
給
資
格
（
対
象
者
）

▼
本
市
に
３
年
を
超
え
て
定
住
す
る
意
思
を
も

ち
、
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
人

▼
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
自
ら
居
住
す
る

住
宅
の
新
築
等
を
し
た
人

◦
補
助
対
象
住
宅

▼
市
内
に
新
た
に
建
築
・
購
入
し
た
住
宅
（
新
築
、

建
替
え
、マン
ション
）
※
増
改
築
、
賃
貸
を
除
く

◦
補
助
金
額

１
．
定
住
３
年
補
助
【
年
間
上
限
15
万
円
】

　
取
得
す
る
住
宅
の
固
定
資
産
税
相
当
額
を
、

取
得
す
る
住
宅
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

た
年
度
か
ら
３
年
間
支
給
。（
取
得
す
る
住
宅

が
固
定
資
産
税
の
減
額
の
適
用
を
受
け
る
と
き

は
、
減
額
後
の
税
額
）

２
．一
時
金
【
①
＋
②　

上
限
30
万
円
】

①
転
入
世
帯
は
、
１
世
帯
に
つ
き
20
万
円
を
一

時
金
と
し
て
支
給

②
新
婚
世
帯
ま
た
は
子
育
て
世
帯
は
、
１
世
帯

に
つ
き
10
万
円
を
一
時
金
と
し
て
支
給

　　
定
住
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
お
よ
び
空

き
家
の
活
用
に
よ
る
住
環
境
の
保
全
を
図
る
た

め
、
中
古
住
宅
の
購
入
に
係
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

■
主
な
受
給
資
格
（
対
象
者
）

▽
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
市
内
に
自
ら
居

住
す
る
中
古
住
宅
を
購
入
し
た
人
（
所
有
権
保

存
登
記
ま
た
は
移
転
登
記
が
完
了
）

◦
補
助
金
額

１
．
基
本
額
【
上
限
10
万
円
】

　
購
入
に
要
す
る
経
費
の
５
％

２
．
加
算
額
【
①
＋
②　

上
限
30
万
円
】

①
転
入
世
帯
は
、
一
世
帯
に
つ
き
20
万
円
を
一

時
金
と
し
て
支
給

②
新
婚
世
帯
ま
た
は
子
育
て
世
帯
は
、
１
世
帯

に
つ
き
10
万
円
を
一
時
金
と
し
て
支
給
。

◦
そ
の
他

　
交
付
申
請
時
期
は
居
住
し
た
日
か
ら
半
年
以
内

　
路
線
バ
ス
の
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
環
境
の
整
備
・
定
住
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
八
女
市
に
お
住
ま
い
の
学
生
が
通

学
す
る
際
に
利
用
す
る
路
線
バ
ス
の
通
学
定
期

券
の
購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

▽
八
女
市
に
お
住
ま
い
で
、
路
線
バ
ス
（
高
速

バ
ス
含
む
）
を
利
用
し
て
通
学
す
る
人

◦
補
助
対
象
の
定
期
券

▼
有
効
期
間
を
満
了
し
た
通
学
定
期
券

▼
八
女
市
を
発
着
点
と
し
、
か
つ
定
期
券
が
利
用

可
能
な
区
間
の
定
期
券

▼
茶
の
く
に
八
女
定
期
券
（
高
速
バ
ス
）

▼
定
期
券
の
有
効
期
間
が
平
成
27
年
４
月
１
日
以

降
の
も
の

※
有
効
期
間
途
中
で
解
約
し
た
定
期
券
は
、
補
助

対
象
外
で
す
。

◦
補
助
金
交
付
時
期

　
通
学
定
期
券
の
有
効
期
間
満
了
後
に
交
付
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
最
大
６
か
月
分
ま
で
ま

と
め
て
申
請
が
可
能
で
す
。

◦
補
助
金
額

①
購
入
金
額
の
２
割

②
購
入
金
額
か
ら
補
助
金
額
を
差
引
い
た
月
額

負
担
額
が
１
万
４
千
円
を
超
え
る
場
合
、
越
え

た
額
も
併
せ
て
補
助

そ
の
他
に
も
、
住
ま
い
、
結
婚
、
子
育
て
に
関
す
る

様
々
な
施
策
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

定
住
促
進
事
業
の
ご
案
内

新
築
マ
イ
ホ
ー
ム

取
得
支
援
補
助
金

中
古
住
宅

取
得
支
援
補
助
金

結
婚
新
生
活

支
援
事
業
補
助
金

地域振興課
定住対策係

申
請
さ
れ
て
な
い
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◦問い合わせ

（☎ 24・8162）

路
線
バ
ス
通
学
定
期
券

補
助
事
業

[

※
転
入
世
帯]

転
入
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
前

３
年
間
に
本
市
に
住
所
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
な
い

者
を
１
人
以
上
含
む
世
帯
／[

※
新
婚
世
帯]

夫
婦

の
い
ず
れ
か
一
方
が
40
歳
未
満
で
婚
姻
後
５
年
を
経

過
し
て
い
な
い
世
帯
（
再
婚
含
む
）
／[

※
子
育
て

世
帯]

中
学
生
以
下
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

来年
2月28日まで
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施設名 受付会場
受　　　付　　　日

受付時間11/2
㈬

11/4
㈮

11/7
㈪

11/8
㈫

11/9
㈬

11/10
㈭

11/11
㈮

福島保育所　　※ 福島保育所 　 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
長峰保育所　　※ 長峰保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
北山保育所　　※ 北山保育所 ○ ○ 9:00 ～ 18:30
八幡保育園　　※ 八幡保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
三河保育園　　※ 三河保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
八女中央保育園　※ 八女中央保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
岡山保育園　　※ 岡山保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
忠見保育園　　※ 忠見保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
上妻保育園　　※ 上妻保育園 ○ 9:00 ～ 18:30
川崎保育園　　※ 川崎保育園 ○ 9:00 ～ 18:00
みつとも保育園　　 立花支所

市民生活福祉課
○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15

辺春保育園　　 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
黒木保育園

黒木支所
市民生活福祉課

○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
あゆみ保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
本分保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
木屋保育所 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
大渕保育園 ○ ○ ○ 9:00 ～ 18:30
矢部保育園　 矢部支所市民生活福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
星野保育所星光園　 星野支所市民生活福祉課 ○ ○ ○ ○ ○ 8:30 ～ 17:15
福島幼稚園 福島幼稚園 11月1日㈫ 8:00 ～ 17:00

認定こども園さいしょうじ幼稚園 さいしょうじ幼稚園 11月1日㈫ 9:00 ～ 12:00

認定こども園白百合幼稚園 白百合幼稚園 11月1日㈫ 14:00 ～ 16:00

認定こども園つくし幼稚園 つくし幼稚園 11月4日㈮ 9:00 ～ 17:30
認定こども園ふじなみ幼稚園 ふじなみ幼稚園 11月１日㈫ 9:00 ～ 15:00
洋光はうす保育園　※ 洋光はうす保育園 11月4日㈮～ 5日㈯ 9:00 ～ 16:00
あきじ幼児園　※ あきじ幼児園 11月7日㈪～ 8日㈫ 9:00 ～ 17:00
さくらんぼ保育園　※ さくらんぼ保育園 11月１日㈫～２日㈬ 10:00 ～ 18:00

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の

入
所
申
し
込
み
」を
下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
入
所
申
し
込
み
は
、
事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
提

出
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
在
園
児
・
新
入
園
児
を
問
わ

ず
第
１
希
望
の
施
設
の
受
付
日
に
、
各
会
場
で
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
※
印
の
つ
い
た
施
設
へ
初
め
て
申
し
込
み

を
さ
れ
る
場
合
は
、
お
子
さ
ま
の
面
接
も
行
い
ま
す
の
で

お
子
さ
ま
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
市
役
所
子
育
て
支
援

課
、
各
支
所
お
よ
び
各
施
設
に
、
ま
た
幼
稚
園
、
認
定

こ
ど
も
園
お
よ
び
小
規
模
保
育
所
の
入
園
願
書
等
は
各

施
設
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
都
合
に
よ
り
下
記
の
日
程

で
手
続
き
が
で
き
な
い
保
育
所
を
希
望
の
人
は
、
11
月

１
日
㈫
以
降
に
市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
育
所
以
外
を
希
望
の

人
は
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
所
申
し
込
み
は
面
接
会
場
と
な
る
保
育
所

等
へ
の
入
所
を
先
着
順
等
で
決
定
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
支
給
認
定
申
請
書
ま
た
は
支
給
認
定
現
況
届
②
勤
務

証
明
書
な
ど
（
保
育
利
用
者
の
み
）
③
認
印
④
入
園
願

書
（
保
育
所
以
外
へ
の
新
規
申
し
込
み
の
人
）

⃝

保
育
所
等
の
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

▽
八
女
市
役
所
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係（
☎
２
３・

１
３
５
１
）
▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
小
規
模

保
育
所
は
直
接
、
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

幼稚園・保育所等の入所申し込み受付日程（受付日欄の○印が受付日です）

平
成
29
年
度

幼
稚
園
・
保
育
所
等

の
入
所
申
し
込
み

に
つ
い
て

◇※印の施設は、当日お子さんの面接があります。　
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　

　
　

昔
は
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
で
も
、
母

親
は
専
業
主
婦
を
す
る
も
の
と
い
う
感

覚
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
夫
婦

共
働
き
が
一
般
的
で
す
。
食
事
は
仕
事

か
ら
早
く
帰
っ
て
き
た
人
が
作
り
、
性

別
で
の
役
割
分
担
を
し
ま
せ
ん
。
家
事

全
般
も
同
じ
く
夫
婦
で
半
分
ず
つ
、
で

き
る
人
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
し
て
は
、
子
ど
も
の
授

業
参
観
に
は
仕
事
を
休
ん
で
夫
婦
一
緒

に
行
き
ま
す
よ
。
ま
た
夫
婦
共
働
き
と

言
え
ど
も
、
子
ど
も
に
留
守
番
を
さ
せ

る
こ
と
は
法
に
よ
り
禁
止
（
※
）
さ
れ
、

処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

子
ど
も
は
デ
イ
ケ
ア
（
日
本
で
い
う
学

童
保
育
）
に
預
け
た
り
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
※
）
対
象
年
齢
等
は
国
や
州
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
近
所
付
き
合
い
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
住
む
場
所
ご
と
に
地
域
と

関
わ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
国
で
は
、

所
属
す
る
教
会
ご
と
に
地
域
と
の
関
わ

り
を
持
ち
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
そ

こ
で
様
々
な
人
と
交
流
す
る
中
で
人
権

教
育
な
ど
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　
し
つ
け
や
社
会
の
ル
ー
ル
は
家
庭
や

地
域
で
学
ぶ
も
の
、
学
校
は
勉
強
を
学

ぶ
と
こ
ろ
と
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
地
域
に
関

わ
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
す
る
こ
と
に
特
別
な
感
覚
も
あ
り

ま
せ
ん
。　

　
　
私
た
ち
の
国
は
、
言
葉
や
宗
教
、
人

種
、
民
族
、
何
も
か
も
が
違
う
人
た
ち

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
違
う
こ
と

が
当
た
り
前
で
あ
り
個
人
が
特
に
尊
重

さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
質
問
は
し
な
い
こ
と
が
マ
ナ
ー
と

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
誰
が
ど
こ
の
生

ま
れ
で
あ
ろ
う
と
、
何
を
選
ぼ
う
と
、

そ
れ
を
と
や
か
く
言
う
こ
と
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
伝
統
や
集
団
を
重
ん
じ
る
日
本

の
文
化
も
大
変
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
運
動
会
な
ど
、
一
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
全
員
で
取
り
組
む
姿
を
見
る
と

特
に
そ
う
思
い
ま
す
。

　　　
今
回
の
取
材
を
通
し
、
日
本
に
お
い

て
も
女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
で
き
て

い
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す
が
、「
仕
事

も
家
事
も
育
児
も
」
と
女
性
の
負
担
ば

か
り
が
増
え
な
い
よ
う
に
、
男
性
の
意

識
や
社
会
の
あ
り
方
も
変
わ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
や
、
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る

か
違
い
を
比
べ
る
の
で
は
な
く
、
互
い

が
違
い
を
認
め
あ
い
受
け
入
れ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
「
父
親
は
外
で
働
き
、
母
親
は
家
を
守
る
」
と
い
う
考
え
は
古
い
も
の
と
い
う
意
識

が
広
ま
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
夫
婦
共
働
き
で
あ
っ
て
も
「
食
事
を
作
り
、
保
育
園
の

子
ど
も
の
お
迎
え
は
母
親
の
仕
事
」
と
い
う
家
庭
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
る
こ
と
で
も
、
視
点
を
変
え
る
と
ど
の
よ
う
に
映
る

の
で
し
ょ
う
か
。
市
内
小
中
学
校
に
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
来
日
さ
れ

た
ロ
ク
サ
ー
ヌ
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
出
身
）、
デ
イ
ビ
ッ
ト
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
、

イ
リ
ノ
イ
州
出
身
）
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
か
ら

見
た
日
本
の
人
権

家
事
は
で
き
る
人
が

地
域
と
の
関
わ
り
方
の
違
い

違
っ
て
い
て
当
た
り
前

西中学校で生徒との会話を楽しむロクサーヌさん（右から2 番目）

違
い
を
認
め
あ
い
受
け
入
れ
る

こ
と
の
大
切
さ

「私も高校生の頃にベビーシッターのアルバイトを経験しました」
とデイビットさん（写真右）
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
健
康

保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の

社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同

様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
28
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保

険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
（
お

子
様
等
）
が
負
担
す
べ
き
国
民
年

金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、

そ
の
分
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
中
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行

う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険

料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
。
申
告
書
の
提
出

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
12

　「５年の後納制度」とは、過
去５年間に納め忘れた国民年金
保険料を納付することができる
仕組みです。本来、国民年金保
険料は２年を経過すると時効に
より納付することができません
が、この制度を利用すれば、将
来の年金受給額を増やすことが
できます。
　なお、老齢基礎年金を受給し
ている人などは、後納制度の利
用はできません。詳しくはお問
い合わせください。

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　福岡県後期高齢者医療制度の被保険
者を対象に生活習慣病の予防および早
期発見・早期治療を目的に健康診査を
実施しています。
　平成２８年度の受診期限は平成２９年
３月３１日です。まだ受診されていない
人は、お早めにご予約の上、受診してく
ださい。実施医療機関が分からない場合
は、お気軽に下記問い合わせ先までご連
絡ください。
　受診のときは、「被保険者証（保険証）」
と広域連合が郵送した「受診票」、自己
負担金500円が必要です。受診票が見
当たらない場合は再発行をいたしますの
で、お問い合わせください。

※生活習慣病（糖尿病や高血圧症など）
で治療中の方は受診の対象となりませ
ん。ご自分が対象となるかわからない場
合は、かかりつけ医（主治医）にご相談
ください。
⃝問い合わせ＝福岡県後期高齢者医療広
域連合　お問い合わせセンター

（☎０９２６５１・３１１１）

年に一度は健康診査
を受けましょう！！

国
民
健
康
保
険
等
を
は
じ
め

と
す
る
公
的
医
療
保
険
で

は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
医
療
費
の
一
部

（
一
部
負
担
金
）
を
支
払
う
だ
け
で

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
医
療
費
の
総
額
が
意
識
し
に

く
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
八
女
市
で
も
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
へ
、
医

療
費
負
担
の
し
く
み
や
健
康
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
年
６
回
、
２
か
月
ご
と
に
「
医

療
費
通
知
」
を
各
世
帯
に
お
届
け

し
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　
「
医
療
費
通
知
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
受
診
状
況
を
ふ
り
返
り
、
健

康
な
体
づ
く
り
や
、
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、「
医
療
費
通
知
」
の
記
載

内
容
が
医
療
機
関
等
発
行
の
領
収

書
等
と
大
き
く
異
な
る
場
合
は
、

お
手
数
で
す
が
市
民
課
国
保
年
金

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年

金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

医
療
費
通
知
（
医
療
費
の
お

知
ら
せ
）
を
ご
存
じ
で
す
か

国民年金保険料「５年の
後納制度」は平成 30 年
9 月30日まで！

国  保

年  金

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
た
人
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に

送
ら
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ

ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

◉
こ
の
ペ
ー
ジ
の
年
金
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）、
ま
た
は
国

民
年
金
保
険
料
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０
）
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八
女
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
や
文
化
を

後
世
に
引
き
継
ぎ
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
八

女
市
を
育
ん
で
い
く
た
め
、
平
成
19
年
度

か
ら
「
八
女
市
ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
基
金
」

を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
に
１
万
９
千
人
を

超
え
る
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い
ご
寄

附
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
八
女
市

を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
の
お
気
持

ち
を
大
切
に
、
市
の
様
々
な
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
寄
附
に
あ
た
り
、
八
女
市
が
必
ず
し

も
「
生
ま
れ
故
郷
」
で
あ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
八
女
市
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
た
め
、
ご
賛
同
い

た
だ
け
る
す
べ
て
の
皆
さ
ま
か
ら
の
「
ふ
る

さ
と
支
援
寄
附
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
は
、「
ふ
る
さ
と
納

税
」
の
寄
附
金
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
応
援
し
た
い
地
方
公
共
団
体
に

寄
附
を
し
た
場
合
、
確
定
申
告
を
す
る
こ

と
で
、
２
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
一

定
の
限
度
ま
で
個
人
住
民
税
や
所
得
税
か

ら
控
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
給
与
所
得
者
な
ど
の
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
方
は
、
寄
附
先
の
地
方
公
共
団
体

へ
申
請
す
る
こ
と
で
確
定
申
告
が
不
要
に

な
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
寄
附
は
、
ご
指
定
い
た
だ
い
た
分
野

の
充
実
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
地
場
産
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

②
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
及
び
少
子

化
対
策
事
業

③
観
光
振
興
・
交
流
事
業

④
環
境
保
全
事
業

⑤
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
特
定
の

事
業

　

寄
附
金
は
、「
八
女
市
ふ
る
さ
と
支
援

寄
附
基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
基
金
か
ら
４
７
９
４
万
５
千

円
を
取
り
崩
し
、
次
の
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
「
子
育
て
応
援
ブ
ッ
ク
ぽ
こ
ぁ
ぽ
こ
」
の

作
成

▽
急
須
で
淹
れ
た
お
茶
の
味
を
味
わ
え
る

「
給
茶
機
」
の
小
中
学
校
モ
デ
ル
校
へ
の
設

置▽
「
旭
座
人
形
芝
居
」
舞
台
幕
の
制
作

▽
小
中
学
校
の
備
品
、
図
書
館
の
図
書
、

市
民
会
館
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
備
品
の
購
入

　

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
と
し
て
１
万
円
以

上
の
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ
、
お
礼

の
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
地
元
の
特
産

品
な
ど
か
ら
、
寄
附
金
額
に
応
じ
て
お
好

き
な
品
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。
人
気

の
「
博
多
あ
ま
お
う
」「
八
女
茶
」「
地
酒
」

の
ほ
か
、
手
仕
事
に
よ
る
伝
統
工
芸
品
な

ど
八
女
の
自
慢
の
逸
品
を
取
り
揃
え
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ふ

る
さ
と
支
援
寄
附
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◦
寄
附
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
企

画
財
政
課
企
画
政
策
係
（
☎
２
４
・
９
０

０
９
）

八
女
市
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

ふ
る
さ
と

支
援
寄
附

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
八
女
を
離
れ
て
い
る
ご
家
族
、
ご
友
人
な
ど
へ
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い

温
か
い
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

寄
附
金
の
使
い
道
を
指
定
で
き
ま
す

平
成
27
年
度
の
活
用
に
つ
い
て

特
産
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す

寄
附
金
控
除
に
つ
い
て

　八女市ふるさと支援寄附は、決
して寄附を強要するものではありま
せん。「ふるさと支援寄附」をかたっ
た寄附の強要や詐欺行為には十分
ご注意ください。現金自動預払機（Ａ
ＴＭ）による振り込みをお願いする
ことは一切ございません。

ご注意ください！

旭座人形芝居の舞台幕

日本酒、焼酎やワインなど揃っ
た八女の地酒

「あかい」「まるい」「おおきい」「う
まい」と大人気、博多あまおう

人気の、あまおう苺アイスミルクや
八女抹茶アイスクリーム

八女といえば八女茶！「玉露」と「煎
茶のセット

給茶機でおいしいお茶をたくさん飲んでね

予防接種や健
診、病院、子
育て支援施設
など、「ぽこぁぽ
こ」には、子育
て情報が満載

お礼の品の一例です。ほかにもたくさんのお礼の品をそろえています
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平成29 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

   1

平成 29 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

　
八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交

流
館
「
い
わ
い
の
郷さ
と

」
の
常
設

展
示
室
は
鳥
獣
か
ら
甲
冑
姿
の

人
物
像
に
至
る
ま
で
様
々
な
石

造
出
土
品
が
陳
列
さ
れ
、
大
和

政
権
と
対
峙
し
た
磐
井
一
族
固

有
の
石
文
化
繁
栄
の
一
端
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

古
墳
時
代
に
始
ま
る
八
女
地

方
の
石
造
文
化
は
、
そ
の
後
、

長
野
集
落
の
石
灯
籠
・
鳥
居
・

石
風
呂
な
ど
の
製
作
、
里
人
に

よ
る
棚
田
石
垣
や
道
標
・
峠
地

蔵
の
建
立
、
明
治
か
ら
大
正
時

代
の
石
造
眼
鏡
橋
架
設
、
治
世

者
に
よ
る
一
里
石
や
県
境
巨
大

石
柱
の
設
置
、
天
然
奇
岩
の
信

仰
な
ど
、
里
人
の
暮
ら
し
の
中

に
営
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。
横
町
町
家
交
流
館
で
は
、

八
女
地
方
の
暮
ら
し
を
育
ん
で

き
た
こ
れ
ら
の
石
造
物
の
写
真

１
０
０
点
余
を
展
示
し
ま
す
。

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃝

期
間
＝
11
月
19
日
㈯
～
12
月

25
日
㈰

⃝

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

市
横
町
町
家
交
流
館
（
八
女
市

本
町
94
番
地
）
☎
２
３
・
４
３

１
１

八
女
の
暮
ら
し
を
育
む

石
の
造
形
写
真
展

11月の
横町町家
交流館の
催し

◦立花中学校へ
立花中学校ＰＴＡ 会長 松﨑照樹＝展示用パネル

  寄付のお礼（敬称略）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

「洗玉橋」（上陽町北川内）

ふるさと八女に迎える

吉田民尚 巡歴展
日本列島・山野、海浜岸壁をテーマに

野宿袋を担いで描き続けた
八女・笠原出身の画家

［会期］　11 月 26 日土―12 月 4 日日
［時間］    10時～17時（入場は16時30分まで）
［会場］   八女文化会館 多目的ホール
［主催］　吉田民尚巡歴展実行委員会
［問い合わせ］文化振興課（☎24・8163）

吉田民尚の主な画業
昭和 3（1928）

昭和 24（1949）
昭和 29（1954）
昭和 41（1966）
昭和 44（1969）

昭和 54（1979）

昭和 56（1981）
昭和 57（1982）

昭和 63（1988）

平成 7（1995）
平成 9（1997）
平成 12（2000）

平成 15（2003）

9 月 30 日八女郡笠原村（現八女市
黒木町）に生まれる
第 8 回創元展に初入選
第 10 回日展に初入選
第 9 回新日展に「崖」を出品し特選
エジプト・ヨーロッパ等へ約 1 年間
の研修旅行に出かける
第 2 回日中友好の船訪中団に参加
し、中国研修旅行に出かける
第 40 回記念創元展で記念賞受賞
第 14 回改組日展に「潮さい」を出
品し特選
第二次世界大戦戦没者供養のため、
サイパンを取材
創元会の理事長に就任
第 29 回日展審査員となる

「吉田民尚　北京・西京・上海 油画
展」を開催
黒木町町民栄誉賞受賞

入場
無料
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消費生活
そうだん

㉓

　
今
や
、
持
っ
て
い
な
い
人
は
い
な
い
ほ
ど

普
及
し
て
き
た
携
帯
電
話
。
よ
く
確
認
し

て
自
分
に
あ
っ
た
機
種
を
選
び
、
損
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
会
社
を
選
ぶ

　
大
手
携
帯
会
社
は
、
取
り
扱
っ
て
い
る
機

種
や
サ
ー
ビ
ス
面
、
通
信
エ
リ
ア
な
ど
、
大

き
な
差
は
な
く
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
。
会
社
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
、
細
か
な
気

配
り
あ
る
説
明
が
で
き
る
販
売
員
が
い
る
か

が
、
決
め
手
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
お
店
に
行
っ
た
ら
、

断
り
き
れ
な
い
」
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
日
に
決
め

な
い
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
だ
け
も
ら
っ
て
、

家
で
ゆ
っ
く
り
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。「
格
安
ス
マ
ホ
」
と
い
う
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、お
店
で
の
丁
寧
な
サ
ポ
ー

ト
が
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

②
機
種
を
選
ぶ

　
お
店
で
「
操
作
は
簡
単
で
す
」
と
言
わ

れ
て
も
、
自
分
に
と
っ
て
扱
い
や
す
い
も
の

を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
簡
単
に
使
え

る
、
と
い
う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
あ
り
ま
す

が
、
今
ま
で
の
携
帯
電
話
と
は
全
く
違
う

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
い
ろ
い
ろ
な
機

能
を
持
つ
ア
プ
リ
を
、
端
末
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
（
取
り
込
み
）
し
て
、
自
分
好
み

の
機
能
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
多
く
の
情
報
を
取
得
で
き
る
な

ど
、
た
い
へ
ん
便
利
な
道
具
で
す
が
、「
あ

ま
り
携
帯
は
使
わ
な
い
」と
い
う
人
に
は
、

機
能
が
多
す
ぎ
て
手
に
余
る
と
い
う
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、使
い
方
に
よ
っ

て
は
充
電
の
減
り
が
早
い
と
い
う
点
も
考

慮
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
料
金
プ
ラ
ン
を
選
ぶ

　
ど
の
会
社
の
料
金
も「
基
本
料
金
」「
通

話
料
」「
ネ
ッ
ト
通
信
料
（
メ
ー
ル
も
含

む
）」「
回
線
使
用
料
」
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
自
分
が
メ
ー
ル
や
電
話
を
す
る

量
で
料
金
プ
ラ
ン
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
主
な
契
約
に
付
属
し
て
、
娯
楽

サ
イ
ト
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
契
約
を
勧
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
オ
プ
シ
ョ
ン
は
断
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
契
約
時
の
書
類
な
ど
を
お
店
で

し
っ
か
り
目
を
通
し
て
、
自
分
に
不
必
要

な
契
約
が
付
属
し
て
い
な
い
か
、
納
得
い

く
説
明
が
あ
っ
た
か
確
認
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⃝

相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
の「
移
動
通
信
」の
契
約
に
つ
い
て
、

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

伝統の人形浄瑠璃
継承していきます

水
澄
み
て
機
嫌
良
き
か
な
芋
水
車

　
　
　
　
　
　
　
　       

堤   

多
鶴
子

寝
ね
が
て
の
子
守
唄
と
す
虫
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　       

中
川
原
篤
子

奧
八
女
ぞ
棚
田
絵
に
す
る
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
　      

松
延
み
さ
と

薄
揺
れ
秀
野
ゆ
か
り
の
集
ひ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　       

松
﨑  

伸
子

幼
き
日
語
る
御
息
女
秀
野
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
　       

牛
島  

景
子

八
女
紫
苑
句
会

黒
木
町
く
す
の
実
俳
句
会

引
き
寄
せ
る
腕
に
小
さ
き
涼
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

吉
泉  

守
峰

晩
年
の
思
ひ
し
み
じ
み
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

青
木 

早
弓

祭
り
笛
波
間
に
聞
こ
ゆ
浜
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　      

寺
田  

睦
子

本
坊
の
池
に
一
輪
蓮
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

東
野  

蓉
子

新
涼
や
ひ
と
り
座
し
ま
す
魔
崖
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
満
留
美

蓑
虫
や
何
が
悲
し
く
枯
葉
着
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
ア
サ
子

垂
穂
と
葉
夕
日
に
映
ゆ
る
稲
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

山
本  

光
子
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ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 28.11）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

旭
座
人
形
芝
居
保
存
会
で
活
躍
す
る　

 

溝
田  

耕
一
さ
ん  （
黒
木
町
笠
原
）

11 月は公演が目白押しです。３日
㈷は黒木町笠原で本公演（13 時
30 分～）、26日㈯は九州芸文館（筑
後市）で筑後七国卑弥呼の火祭り
2016（12 時頃～）、27日㈰は「い
わいの郷」1周年記念イベント（13
時 15 分～）に出演します。ぜひ皆
さんでお越しください。

94

　
旭
座
人
形
芝
居
は
、
明
治
5
年
頃
、

黒
木
町
笠
原
鰐
八
地
区
に
操
り
の
名
人

が
相
次
い
で
現
れ
、
祝
い
の
席
な
ど
で

ひ
ょ
う
た
ん
や
と
っ
く
り
を
人
形
に
見
立

て
、浄
瑠
璃
に
あ
わ
せ
て
操
っ
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年
に

福
岡
県
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受

け
、
旭
座
人
形
芝
居
保
存
会
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。現
在
は
、笠
原
地
区
の
５
戸

お
よ
び
有
志
に
よ
り
継
承
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
約
40
年
前
、
高
校
３
年
の
頃

「
翁
渡
し
」に
出
た
の
が
初
め
て
で
、そ

の
４
年
後
に「
阿
波
の
鳴
門
」で
本
格
的

に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。当
時
、新
人
で

あ
る
私
に
も
い
き
な
り
人
形
遣
い
を
さ
せ

て
も
ら
い
、先
輩
た
ち
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
必
死
に
練
習
に
励
ん
だ
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。人
形
遣
い
の
醍
醐
味
は
、

人
形
に
魂
を
込
め
る
こ
と
、思
い
切
り
自

分
の
感
性
を
伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
。そ

う
す
る
こ
と
で
、ま
る
で
人
形
が
生
き
て

い
る
よ
う
に
喜
怒
哀
楽
を
表
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
11
月
3
日
㈷
に
行
わ

れ
る
今
年
の
本
公
演
演
目
は
、「
壺
坂
観

音
霊
験
記
」山
の
段
で
す
。登
場
人
物
で

あ
る
沢
一・
お
里
夫
婦
の
愛
の
物
語
で
す

が
、涙
あ
り
笑
い
あ
り
の
展
開
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
旧
笠
原
小
で
、
約
30
年
前
か
ら
人
形

浄
瑠
璃
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現

在
も
黒
木
小
の「
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。
明
治
時
代
か
ら
続
く
こ
の
伝
統

芸
能
を
次
の
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め

に
、保
存
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え

る
時
期
に
来
て
い
ま
す
。今
後
も
志
あ
る

人
達
に
門
戸
を
広
げ
、
伝
統
に
新
し
い

息
吹
を
加
え
な
が
ら
末
長
く
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伝統の人形浄瑠璃
継承していきます

11月3日㈷の本公演は、笠原
地区鰐八にある旭座人形芝
居会館で行われます。黒木小

「人形浄瑠璃クラブ」も出演
します。⃝問い合わせ＝文化
振興課（☎24・8163）

11月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

図書館の休館日
11月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

✿11月の館内整理日は25日㈮

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝・休日、館内整理日  
7 ㈪ ,14 ㈪ ,21 ㈪ ,23 ㈷ ,25 ㈮ ,28 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
7 ㈪ ,14 ㈪ ,21㈪ ,25 ㈮ ,28 ㈪

《黒木分館の休館日》※火曜、祝・休日、館内整理日

1 ㈫ ,8 ㈷ ,15 ㈫ ,22 ㈫ ,23 ㈷ ,25 ㈮ ,29 ㈫

幼児～小学生の皆さん対象
です♪
♥本館＝5日、12日、19日、
26日　おはなしコーナー
※いずれも土曜14時～
♥黒木分館＝5日㈯
10時30分～
おはなしコーナー

11月のよみきかせ

11月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対象で
す♪
♥本館＝6日㈰、19日㈯
11時～　2階研修室
♥黒木分館＝26日㈯10時30
分～　おはなしコーナー

◎秋の読書週間
10月27日木～
　　　11月9日水

秋
の
読
書
週
間
に
ち
な
ん
で
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
を
10
月
27
日
㈭
～

11
月
13
日
㈰
ま
で
実
施
し
ま
す
。
秋
を
さ
が
し

に
図
書
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
本
館
イ
ベ
ン
ト

『
○
○
の
秋
み
～
つ
け
た
！
』

　

秋
に
読
み
た
い
お
す
す
め
の

本
や
、
い
ろ
ん
な
秋
の
入
っ
た

本
の
お
楽
し
み
袋
を
貸
し
出
し

ま
す
。
あ
な
た
の
知
ら
な
か
っ

た
秋
に
出
会
え
る
か
も･･･

？

『
木
に
な
る
?!「
気
に
な
る
本
」』

　
読
書
の
木
に
実
っ
た
、
気
に

な
る
本
。
み
な
さ
ん
に
お
す
す

め
の
本
の
中
の
好
き
な
セ
リ
フ

や
一
文
を
書
い
て
頂
き
、
本
と

一
緒
に
館
内
に
展
示
し
ま
す
。

★
第
7
回
星
野
村
夢
の
扉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◦
日
時
＝
11
月
5
日
㈯
13
時

30
分
～
15
時

◦
場
所
＝
星
野
分
館

◦
内
容
＝ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
星

光
園
園
児
の
出
演
）、
劇
団
さ

ん
ぽ
「
小
さ
な
音
楽
劇
場
」、

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
分
館

（
☎
５
２
・
３
１
２
０
）

★
ゆ
め
み
ら
い
図
書
館
ピ
ク

ニ
ッ
ク

◦
日
時
＝
11
月
6
日
㈰
10
時
～

15
時
頃

◦
場
所
＝ 「
八
女
く
ろ
ぎ
ふ
る
さ

と
祭
り
」
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場

◦
内
容
＝
移
動
図
書
館
ゆ
め
み

ら
い
号
で
の
貸
出
、
ブ
ッ
ク
リ

サ
イ
ク
ル
、
お
は
な
し
会
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
分
館

（
☎
４
２
・
０
４
０
０
）

★
と
し
ょ
か
ん
広
場

◦
日
時
＝
11
月
20
日
㈰
10
時
～

15
時

◦
場
所
＝
矢
部
第
一
運
動
場

◦
内
容
＝
移
動
図
書
館
ゆ
め
み

ら
い
号
、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
、

雑
誌
付
録
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、 

絵

本
よ
み
き
か
せ
等 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
分
館

（
☎
４
７
・
２
２
５
８
）

※
移
動
図
書
館
は
利
用
者
カ
ー
ド
、

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
は
持
ち
帰
り
用

の
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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３　
調
査
結
果
の
概
要 

⑴
平
成
28
年
度
学
力
・
学
習
状
況
調

査
結
果

　
市
内
各
小
学
校
、
中
学
校
の
結
果
は

上
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

⑵
平
成
28
年
度
質
問
紙
（
児
童
・
生

徒
の
生
活
や
学
習
状
況
の
様
子
）
の

結
果

　
質
問
内
容
は
小
中
学
校
と
も
85
項
目

あ
り
ま
す
。
全
国
の
結
果
と
本
市
を
比

べ
て
特
徴
的
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
項
目

は
次
の
ペ
ー
ジ
の
表
の
通
り
で
す
。
こ
の

結
果
と
学
力
と
の
関
係
に
は
大
変
密
接

な
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
く
つ
か
ご

紹
介
し
ま
す
。

※
　
表
の
見
方
・
・
・
例
え
ば
「
⑴
朝

食
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
か
」
の
質
問

に
、
市
内
の
小
学
６
年
生
で
は
85
・７
％

の
子
が
「
は
い
」
と
答
え
、
中
学
３
年

生
で
は
77
・
2
％
の
子
が
「
は
い
」
と

答
え
て
い
る
と
い
う
意
味
で
す
。
全
国

平
均
は
そ
の
右
で
す
。

　
全
国
結
果
か
ら
見
た
相
関
関
係
で

は
、

⃝

項
目
１
『
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
ま

す
か
』
で
、「
は
い
」
と
答
え
た
子
は
「
い

い
え
」
と
答
え
た
子
よ
り

【
小
学
校
】 

国
語
Ａ
Ｂ
で
1.8
～
７
ポ
イ
ン

ト
、
算
数
Ａ
Ｂ
で
１
～
7.8
ポ
イ
ン
ト

【
中
学
校
】 

国
語
Ａ
Ｂ
で
6.3
～
18
・
1
ポ

イ
ン
ト
、
数
学
Ａ
Ｂ
で
15
・
１
～
16
・

5
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

※
以
下
、
ポ
イ
ン
ト
の
表
記
は
省
く

⃝

項
目
6
『
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る

　
平
成
28
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
に
お
け
る
八
女
市
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
調

査
の
目
的
は
、
全
国
の
児
童
生
徒

一
人
一
人
の
学
習
状
況
を
把
握
し
、

分
析
し
、
そ
の
改
善
や
指
導
に
役

立
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
、
本
市
の
小
学
校
に
お

い
て
は
、
国
語
Ａ
、
国
語
Ｂ
、
算

数
Ａ
、
算
数
Ｂ
の
全
領
域
で
県
、

全
国
平
均
を
上
回
り
、
大
幅
な
改

善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
校
に

お
い
て
は
、
国
語
Ａ
、
国
語
Ｂ
、

数
学
Ｂ
で
伸
び
が
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
数
学
Ａ
で
や
や
下
降
傾
向
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
本
調
査
に
よ
っ
て
測
定
で

き
る
の
は
、
学
力
の
特
定
の
一
部
で

あ
る
こ
と
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
の
結
果
は
、
こ
れ
ま
で
の

児
童
生
徒
の
努
力
、
ご
家
庭
や
地

域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
各
学
校

の
授
業
改
善
等
の
積
み
重
ね
の
成

果
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

各
方
面
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指

導
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

１　
実
施
対
象
学
年 

小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生

２　
調
査
内
容

◦
教
科 （
国
語
、
算
数
・
数
学
）

※ 

問
題
Ａ
（
主
と
し
て
知
識
）、 

問

題
Ｂ
（
主
と
し
て
活
用
）

◦
質
問
紙（
生
活
や
学
習
状
況
の
様
子
）

100

  60

  80

  40

  20

    0
国語 A 国語 B 算数 A 算数 B

▽市内小学校15校の結果

全国学力・学習状況調査結果をお知らせします
教育のページ

　
八
女
市
の
学
力
調
査
結
果

八女市

福岡県
全　国

南筑後

（点）

○ 問い合わせ＝学校教育課学務係（☎２３・１９５４）

76.6 72.4 71.7 72.9

100

  60

  80

  40

  20

    0

八女市

福岡県
全　国

南筑後

国語 A 国語 B 数学 A 数学 B

63.3 58.6 57.8 57.8

82.6 78.8 77.8 77.6

50.9 47.9 47.3 47.2

74.4 73.8 74.8 76.8
65.2 63.1 65.8 66.5

58.9 58.0 60.3 62.2

40.8 40.2 42.4 44.1

国語Ａ領域、Ｂ領域とも全国、福岡県、南筑後地区平均を上回っています。
　全国平均を、国語Ａで３．７ポイント、国語Ｂで５．５ポイント上回り、昨年度より伸びがみられました。
算数Ａ領域、Ｂ領域とも全国、福岡県、南筑後地区平均を上回っています。
　全国平均を、算数Ａで５ポイント、算数Ｂで３．７ポイント上回り、昨年度より伸びがみられました。

▽中学校10校の結果（点）

国語Ａ領域、Ｂ領域とも、南筑後地区平均を上回りましたが、全国、福岡県平均を下回っています。
　全国平均を、国語Ａで２．４ポイント、国語Ｂで１．３ポイント下回りました。
数学Ａ領域、Ｂ領域とも、南筑後地区平均を上回りましたが、全国、福岡県平均を下回っています。
　全国平均を、数学Ａ、数学Ｂとも３．３ポイント下回りました。
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と
思
い
ま
す
か
』
で
、「
は
い
」
と
答
え

た
子
は
「
い
い
え
」
と
答
え
た
子
よ
り

【
小
学
校
】
国
語
Ａ
Ｂ
で
８
～
15
・
６
、

算
数
Ａ
Ｂ
で
そ
れ
ぞ
れ
8.1

【
中
学
校
】）
国
語
Ａ
Ｂ
で
6.5
～
12
・
1
、

数
学
Ａ
Ｂ
で
11
・
7
～
14
・
9
高
い
。

⃝

項
目
12
『
１
日
あ
た
り
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
時
間
』
で
、「
１
時
間
未
満
」
と
答
え

た
子
は
「
３
時
間
以
上
」
と
答
え
た
子

よ
り

【
小
学
校
】
国
語
Ａ
Ｂ
で
5.2
～
12
・
６
、

算
数
Ａ
Ｂ
で
6.9
～
9.7

【
中
学
校
】
国
語
Ａ
Ｂ
で
9.8
～
14
・
9
、

数
学
Ａ
Ｂ
で
17
・
１
～
24
・
１
高
い
。

⃝

項
目
13
『
１
日
あ
た
り
の
ス
マ
ホ
等

に
よ
る
通
話
や
メ
ー
ル
時
間
』
で
、「
30

分
未
満
」と
答
え
た
子
は「
３
時
間
以
上
」

と
答
え
た
子
よ
り

【
小
学
校
】
国
語
Ａ
Ｂ
で
10
～
10
・
９
、

算
数
Ａ
Ｂ
で
10
・
9
～
16
・
1

【
中
学
校
】
国
語
Ａ
Ｂ
で
9.2
～
10
・
3
、

数
学
Ａ
Ｂ
で
19
・
7
～
22
・
3
高
い
。

⃝

項
目
24
『
家
で
、
学
校
の
授
業
の
復

習
を
し
て
い
ま
す
か
』
で
、「
し
て
い
る
」

と
答
え
た
子
は
「
し
て
い
な
い
・
あ
ま
り

し
て
い
な
い
」
と
答
え
た
子
よ
り

【
小
学
校
】　
国
語
Ａ
Ｂ
で
12
・
３
～

13
・
2
、
算
数
Ａ
Ｂ
で
6.2
～
8.6

【
中
学
校
】　
国
語
Ａ
Ｂ
で
13
・
7
～

14
・
8
、
数
学
Ａ
Ｂ
で
18
・
３
～
20
・

２
高
い
。

　
以
上
は
、
集
計
結
果
の
一
部
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
学
校
の
授
業
だ

け
で
な
く
、
生
活
環
境
に
も
大
き
く
左

右
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

【
学
校
で
の
取
り
組
み
】

⃝

基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
と
と
も

に
、学
習
意
欲
を
高
め
る
「
め
あ
て
」

や
的
確
な
「
ま
と
め
」の
あ
る
授
業
、

言
語
活
動
（
自
分
の
考
え
を
つ
く

る
、
筋
道
立
て
て
説
明
し
た
り
、
話

し
合
っ
た
り
す
る
等
）
を
重
視
し
た

授
業
を
行
い
、
自
分
の
考
え
を
し
っ

か
り
も
ち
、
子
ど
も
同
士
が
共
に
学

び
高
め
合
う
授
業
を
さ
ら
に
推
進

し
ま
す
。

⃝

一
人
一
人
の
子
ど
も
が
成
就
感
や

満
足
感
が
得
ら
れ
る
学
級
経
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
少
人
数
指
導

教
員
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
子
ど

も
一
人
一
人
の
習
熟
の
程
度
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
指
導
の
継
続
・
充

実
に
努
め
ま
す
。

⃝

学
力
向
上
プ
ラ
ン
（
達
成
目
標
や

取
り
組
み
等
）
を
作
成
し
、
成
果

と
課
題
を
ま
と
め
な
が
ら
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
ッ
プ
で
検
証
し
な
が
ら
指
導

の
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

⃝

小
・
中
連
携
教
育
の
中
で
、
小

学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

接
続
の
た
め
に
、
授
業・学
習
規
律・

家
庭
学
習
・
基
本
的
な
生
活
習
慣

等
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

⃝

家
庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
を

深
め
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
学

力
や
生
活
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

  【
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
】　

⃝
学
力
調
査
結
果
を
分
析
、
考
察

し
、
市
内
小
中
学
校
に
学
力
向
上

策
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

⃝

学
力
向
上
に
向
け
て
、学
校
経
営
、

学
習
指
導
等
へ
の
指
導
・
支
援
に

積
極
的
に
あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

⃝

八
女
市
独
自
の
少
人
数
指
導
教

員
、
支
援
員
、
介
助
員
、
図
書
司

書
等
の
効
果
的
配
置
（
28
年
度
は

合
計
91
人
）
と
活
用
の
継
続
・
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

⃝

小
中
連
携
教
育
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
授
業
改
善
や
生
徒
指
導

等
の
充
実
に
向
け
た
指
導
・
支
援

を
重
視
し
て
い
き
ま
す
。

⃝

学
校
の
教
育
課
題
解
決
お
よ
び

教
師
の
指
導
力
向
上
の
た
め
『
教

育
研
究
所
』
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
り
ま
す
。

⃝

学
習
、
進
路
、
不
登
校
、い
じ
め
、

し
つ
け
等
、
教
育
活
動
の
相
談
窓

口
と
な
る
『
八
女
市
教
育
相
談
室
』

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

  　
教
育
の
出
発
点
は
家
庭
で
す
。

ご
家
庭
で
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
・

学
習
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
、
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら

温
か
い
見
守
り
を
継
続
し
て
い
け

ば
、
学
力
は
確
実
に
伸
び
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

携
帯
・
ス
マ
ホ
等

の
使
用
に
つ
い
て
は
、
特
に
八
女
市

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
宣
言

に
あ
る
よ
う
に
、
ご
家
庭
で
お
子
さ

ん
と
十
分
話
し
合
い
を
し
て
い
た
だ

き
、適
正
な
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

項目 質問項目 ( 抽出 ) ※一部、長文のため簡略化しています 回答内容 小学６年生 中学３年生
八女市 全国 八女市 全国

１ 朝食を毎日食べていますか はい 85.7 87.3 77.2 83.3
２ 毎日、同じくらいの時間に寝ていますか はい 31.4 38.2 22.6 30.8
３ 毎日、同じくらいの時間に起きていますか はい 52.2 57.4 49.7 55.9
6 自分にはよいところがあると思いますか はい 34.1 36.2 20.7 27.4
9 将来の夢や目標を持っていますか はい 65.1 68.6 36.3 45.1
12 1 日あたりのテレビゲーム時間 3 時間以上 14.2 16 14 18.9
13 1 日あたりのスマホ等による通話やメール時間 3 時間以上 2.8 5.8 16.2 16.6
14 学校以外での勉強時間 ( 塾での時間を含む ) 2 時間以上 18.7 25.5 29.4 34.2
21 家で、自分で計画を立てて勉強していますか している・だいたい 61.3 62.2 40.2 48.4
22 家で、学校の宿題をしていますか している・だいたい 95.6 97 94 90.1
23 家で、学校の授業の予習をしていますか している・だいたい 35.8 43.3 17.9 34.2
24 家で、学校の授業の復習をしていますか している・だいたい 61.5 55.2 54.9 51
28 学校で好きな授業がありますか はい・だいたい 91.7 93.5 77.8 79.9
33 先生は、分からないところを分かるまで教えてくれますか はい・だいたい 90.5 84.8 81.1 74.1
38 地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか はい 35.4 36.2 40.3 48.7
39 学校のきまりを守っていますか はい・だいたい 92.2 91.5 95.8 94.7
53 前の学年で、授業の目標（めあてやねらい）がありましたか はい・だいたい 89.9 87.6 93.5 84.9
54 前の学年で、１時間の授業の振り返りはありましたか はい・だいたい 76.4 76.1 68.9 63.1
55 前の学年のノートには学習のねらいとまとめは書いていましたか はい・だいたい 96.6 87.9 89.7 76.8

60 授業で分からないことがあったらどうしますか 先生に聞く 21.9 25 15.7 19.6
友達に聞く 40.6 31.7 47.6 34.9

61 国語の勉強は好きですか はい・だいたい 56.4 58.3 58.3 59.8
63 国語の授業の内容はよく分かりますか はい・だいたい 80.8 80.7 74 74.1
71 算数・数学の勉強は好きですか はい・だいたい 67.4 66 48.9 56
72 算数・数学の授業の内容はよく分かりますか はい・だいたい 79.3 80.2 62.9 69.4

４　
今
後
の
対
策

５　
ご
家
庭
へ
の
お
願
い

質問紙（児童・生徒の生活や学習状況の様子）の結果
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　「
所
得
税
は
源
泉
徴
収
し
て
い
る

け
れ
ど
個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収

し
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
個
人
住
民
税
の
特
別
徴

収
と
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同

様
に
、
給
与
支
払
者
で
あ
る
事
業

主
の
方
が
従
業
員
の
方
に
毎
月
支
払

う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し

引
き
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業

員
の
方
に
代
わ
っ
て
、
従
業
員
の
方

が
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
納
入
し
て

い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
特
別
徴
収
は
、
従
業
員
の
方
が
自

分
で
金
融
機
関
等
に
納
税
に
行
く

手
間
が
省
け
ま
す
し
、
納
税
を
忘
れ

て
滞
納
と
な
っ
た
り
、
延
滞
金
が
か

か
っ
た
り
す
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
毎
月
の
給
与
天
引
き
に
な
る

の
で
、
１
回
当
た
り
の
税
負
担
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
税
額
計

算
は
市
町
村
で
行
い
ま
す
の
で
、
所

得
税
の
よ
う
に
事
業
主
の
方
が
毎
月

計
算
す
る
手
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
福
岡
県
内
全
市
町
村
は
、
給
与

所
得
者
（
従
業
員
）
の
方
々
の
納
税

の
利
便
性
の
向
上
と
税
負
担
の
公
平

性
を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
度
課

税
分
か
ら
次
の
取
り
組
み
を
一
斉
に

実
施
し
ま
す
。

①
特
別
徴
収
未
実
施
の
事
業
主
の

方
を
対
象
に
、
特
別
徴
収
義
務
者

の
指
定
を
徹
底
し
ま
す
。

②
す
で
に
特
別
徴
収
を
実
施
し
て
い

る
事
業
主
の
方
も
、
普
通
徴
収
と
し

て
い
る
従
業
員
の
方
の
特
別
徴
収
へ

の
切
り
替
え
を
徹
底
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
29
年
１
月
に

提
出
す
る
給
与
支
払
報
告
書
か
ら
、

す
べ
て
の
事
業
主
の
方
に
お
い
て
、

普
通
徴
収
に
係
る
取
り
扱
い
と
事
務

手
続
き
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

①
特
別
徴
収
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で

き
る
者
（
普
通
徴
収
が
認
め
る
ら
れ

る
者
）
を
福
岡
県
内
全
市
町
村
で

統
一
し
た
要
件
と
し
て
設
け
ま
す
。

②
右
記
要
件
に
該
当
し
、
特
別
徴

収
す
る
こ
と
が
困
難
な
従
業
員
の
方

が
い
る
場
合
は
、
事
業
主
の
方
か
ら

「
普
通
徴
収
申
請
書
」
に
よ
る
申
し

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
私
は
昨
年
、
福
岡
県
内
の
Ａ
市
か
ら

八
女
市
に
引
っ
越
し
て
き
た
の
で
す

が
、
昨
年
よ
り
市
県
民
税
額
が
高
く
な
り
ま

し
た
。
八
女
市
の
市
県
民
税
は
他
の
市
町
村

に
比
べ
て
高
く
な
い
で
す
か
？

Ａ
い
い
え
、
税
率
は
同
じ
で
す
。
八
女

市
で
は
市
県
民
税
の
均
等
割
・
所
得

割
と
も
に
、
福
岡
県
内
の
他
市
町
村
と
同
様

の
税
率
を
用
い
て
税
額
を
算
出
し
て
い
る
の

で
、
県
内
の
市
町
村
と
比
べ
て
高
い
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、
均
等
割
非

課
税
の
判
定
基
準
は
生
活
保
護
法
の
級
地
区

分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）
よ
っ
て
、
税
額

が
高
く
な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
所
得
額
の

増
加
や
控
除
額
の
減
少
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

個人の白色申告の方で事業や不動産の貸付等を
行うすべての人は、「記帳と帳簿書類の保存」が
必要です。記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内
容の詳細は、国税庁ホームページ（http://www.
nta.go.jp）に記載されていますのでご覧ください。

11月16日㈬ 13 時 30 分～おりなす八女
11月17日㈭ 13 時 30 分～サザンクス筑後
※詳しくは、八女税務署にお問い合わせください。

県
内
全
市
町
村
は
、
個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収（
給

与
天
引
）を
徹
底
し
ま
す

平成 29年度から
給与所得者の方の

個人住民税は、
原則「特別徴収」と

なります。

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は

次
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す

【問い合わせ】
◦制度に関すること＝福岡県税務課個人住
民税徴収機動班（☎０９２・６４３・３０４９）
◦手続きに関すること＝八女市役所税務課
市民税係（☎２３・１１１３）※直通

詳しくは福岡県ＨＰをご覧ください

福岡県　特別徴収推進 検索

市民税
Ｑ＆Ａ

八
女
市
の
市
県
民
税
（
住
民
税
）

は
近
隣
市
町
村
に
比
べ
て
高
く
な
い

で
す
か
？

市民税 県民税 合計

均等割 3,500 円 2,000 円 5,500 円

所得割 課税標準額
の 6％

課税標準額
の 4％

課税標準額
の 10％

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国税庁のホームページでは「国
税庁の取り組み」や「税に関
する情報」を紹介しています。

11/11㈮～17㈭ 税を考える週間

記帳・帳簿等の保存制度について

事業者に対する年末調整説明会

八女税務署からのお知らせ（☎23・5191）

市町村たばこ税は、たばこを販売し
た小売業者（たばこ屋さん）の所
在する市町村の税収となります。た
ばこ税は八女市の貴重な財源なの
で、市内での購入にご協力お願し
ます。ただし、たばこは健康を損な
うおそれがありますので、吸いすぎ
に注意しましょう。

たばこは八女市で
買いましょう

「個人住民税　特別徴収推進のひろば」
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災
害
や
事
業
の
休
廃
業
、
失
業
、

本
人
や
家
族
の
疾
病
等
の
特
殊
な

事
情
が
生
じ
た
た
め
に
市
税
を
一
時

に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
、
分
割
納
付
な
ど
の
方
法
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
八
女
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
収
入
不
足
や
借
金
問
題
な
ど
の

金
銭
的
問
題
で
納
税
が
困
難
な
人

を
対
象
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
（
以
下
、「
Ｆ
Ｐ
」）
に
よ

る
無
料
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
全
般
を
見
直
し
、

安
定
し
た
生
活
お
よ
び
計
画
的
な

納
付
に
結
び
つ
け
る
方
向
性
を
一
緒

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
相
談
日
＝
11
月
24
日
㈭
、
12
月

26
日
㈪
、
１
月
31
日
㈫
、
２
月
21

日
㈫
、
３
月
28
日
㈫

◦
相
談
時
間
＝
９
時
～
20
時
（
お
お

む
ね
１
時
間
程
度
）

◦
相
談
対
象
者
＝
市
税
な
ど
の
滞
納

者
で
、
市
（
納
税
課
）
が
相
談
を

受
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
判
断
し
た
人

◦
会
場
＝
八
女
市
役
所
会
議
室

◦
相
談
員
＝
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
＝
納
税
課
納
税
推
進

係
（
☎
２
３
・
２
６
６
６
）

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

▽
過
払
金
の
発
生
が
分
か
り
、
過
払

金
請
求
に
つ
な
が
っ
た
。

※
平
成
27
年
度
Ｆ
Ｐ
相
談
者
の
過

払
金
に
よ
る
納
付
額
合
計
２
１
２

万
５
９
２
７
円
。

▽
家
族
全
員
の
収
支
を
見
直
し
、

無
駄
な
支
出
を
抑
え
、
借
金
の
返

済
や
納
税
に
つ
な
が
っ
た
。

▽
年
金
受
給
資
格
を
確
認
し
、
年

金
が
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

▽
ロ
ー
ン
を
見
直
し
、
毎
月
の
返

済
額
が
下
が
っ
た
分
で
納
税
に
つ
な

が
っ
た
。

　 

八
女
市
で
は
、
福
岡
県
お
よ
び
県

内
市
町
村
と
連
携
し
、
個
人
住
民
税
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
税
の
徴
収
率
の
向

上
と
滞
納
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
12
月

を
「
県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
」（
取

組
期
間
11
～
12
月
）
と
位
置
づ
け
、
県

下
一
斉
に
広
報
に
よ
る
納
税
推
進
、
滞

納
者
に
対
す
る
催
告
の
強
化
、
差
押
や

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
捜
索
等
の
滞
納
処
分

の
強
化
な
ど
様
々
な
徴
収
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
納
め
忘
れ

の
税
金
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

《 

八
女
市
の
取
り
組
み 

》

▽
差
押
・
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
・
捜
索
等
滞

納
処
分
の
強
化

▽
福
岡
県
市
町
村
合
同
公
売
会
in
宗

像
　
11
月
19
日
㈯ 「

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞
納
!! 

県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
」

納
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　
～
わ
す
れ
て
い
ま
せ
ん
か
、「
納
税
」
を
。
～

平成 27 年度差押件数
預貯金 不動産 動産（捜索） 国税還付金 生命保険 給与 賃料

３２６ ２０ ３８ ４６ ４３ ４９ ２

平成 27 年度差押による徴収額（差押による自主納付額を含む）　　（円）
預貯金 不動産 動産（捜索） 国税還付金 生命保険 給与 賃料

26,310,038 21,312,800 7,643,770 2,062,834 11,855,758 9,522,677 2,501,700

八
女
市
で
は
様
々
な
滞
納
縮

減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

▼参考

差
押
を
受
け
る
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

滞
納
を
放
置
せ
ず

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う

平
成
27
年
度
Ｆ
Ｐ
相
談
が
改

善
に
つ
な
が
っ
た
主
な
事
例

Ｆ
Ｐ
に
よ
る
無
料
納
税
相
談

納
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　税金の種類に応じて、八女市または
県税事務所の収納窓口となります。必ず
納税通知書等によりご確認ください。

◦八女市納税課納税推進係
　（☎２３・２６６６）※直通
◦福岡県筑後県税事務所
　（☎０９４２・５２・５１３１）※代表

12 月は

写真はイメージです

写真はイメージです
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

20

　

八
女
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
り
９
月
25

日
㈰
、森
（
矢
部
川
源
流
）
を
い
た
わ
り
、海
（
有

明
海
）
を
守
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
矢
部
川
水

源
か
ん
養
地
「
源
流
の
森｣

を
守
る
整
備
奉
仕
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
筑
後
川
・
矢
部
川

の
分
水
嶺
と
し
て
希
少
な
峰
で
あ
る
福
岡
県
の
最

高
峰
釈
迦
岳
、
御
前
岳
連
峰
な
ど
大
切
な
自
然
を

次
世
代
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。今
回
は
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
７
０
０
地
区・

第
７
グ
ル
ー
プ
の
約
80
人
が
参
加
し
、
矢
部
川
源

流
地
域
の
良
成
親
王
御
墓
の
あ
る
大
杣
公
園
周
辺

の
清
掃
を
熱
心
に
行
い
ま
し
た
。
お
昼
に
は
、
杣
の

里
特
製
の
田
舎
バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

お
り
な
す
八
女
で
９
月
20
日
㈫
、
タ
オ
ル
帽
子

作
り
講
座
（
市
青
少
年
体
験
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
会
）
を
行
い
ま
し
た
。
19
人
の

参
加
者
は
柔
ら
か
な
タ
オ
ル
を
真
心
込
め
て
縫
い
、

ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。
で
き
あ
が
っ
た
タ
オ
ル
帽
子
は
大
刀
洗
町
の
市

民
団
体
「
あ
い
う
笑
が
お
」
を
通
じ
て
九
州
の
が
ん

患
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
市
青
少
年
体
験
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
学
校
・
子

ど
も
会
等
の
地
域
活
動
を
お
手
伝
い
す
る
人
材
バ
ン

ク
で
す
。
セ
ン
タ
ー
の
活
用
・
登
録
者
、
随
時
募
集

中
で
す
。
特
技
は
な
く
て
も
大
丈
夫
、
興
味
が
あ
る

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
内
事
務
局
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

良
成
親
王
を
偲
ぶ

　
９
月
23
日
㈮
八
女
市
は
株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ

オ
と
災
害
時
に
お
け
る
レ
ン
タ
ル
機
材
の
提
供

に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
社
は

大
型
機
材
か
ら
携
帯
型
の
小
型
機
材
な
ど
幅
広

く
保
有
し
、
全
国
に
３
０
０
以
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
拠
点
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
の
熊
本

地
震
な
ど
、
多
く
の
災
害
対
応
の
経
験
と
実
績

が
あ
り
ま
す
。
三
田
村
市
長
は
、「
九
州
北
部
豪

雨
災
害
の
経
験
か
ら
、
一
日
も
早
い
復
旧
の
た
め

に
大
変
心
強
く
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ア
ク

テ
ィ
オ
九
州
支
店

長
橋
爪
正
一
氏
は

「
災
害
時
は
、
全

国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
全
力

支
援
さ
せ
て
頂
き

ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
ま
し
た
。

　26 チームが参加して第 6 回八女市
長旗ナイター野球大会が８月21日㈰
から10 月13日㈭にかけて立山球場
でありました。優勝はＷＩＮＳ、準優
勝は星野クラブでした。

アクティオと災害時応援協定を締結

タ
オ
ル
帽
子
作
り
講
座

森
を
い
た
わ
り
、
海
を
守
る

八女市長旗ナイター
野球大会ＷＩＮＳ優勝

ぬくもりあふれるタオル帽子ができあがりました 参加された皆さん、お疲れさまでした

　

後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の
命
日
と
な
る

10
月
８
日
㈯
、「
大
杣
公
園
祭
」
が
御
墓
の

あ
る
矢
部
村
大
杣
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

良
成
親
王
は
後
醍
醐
天
皇
の
孫
に
あ
た
り
、

叔
父
の
懐
良
親
王
と
と
も
に
南
朝
再
興
の

た
め
に
九
州
各
地
で
戦
い
ま
し
た
が
、
元
中

９
年
（
１
３
９
２
）
矢
部
の
地
で
35
歳
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
地
元
住
民

や
南
朝
ゆ
か
り
の
あ
る
吉
野
町
議
会
議
長
・

菊
池
市
長
た
ち
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、

若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
親
王
を
し
の
び
ま
し

た
。
参
加
者
が
見
守
る
中
、
地
元
保
存
会

に
よ
る
公
卿
唄
や
浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
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　９月 24 日㈯・25 日㈰の 2日間にわた
り、池の山グラウンドを主会場にスターズ
星野結成 40 周年記念野球大会が開催さ
れました。八女市から16 チーム、久留米
市・筑後市・広川町・小郡市・朝倉町か
らも参加があり、合計 27 チームが熱戦を
繰り広げました。

【結果】▼第１パート優勝＝スターズ星野
（星野）▼第２パート優勝＝筑南カージナ
ルス（立花）

　9 月22日㈷にグリーンフィールド八女
で実施したスポーツ鬼ごっこ大会には市
内外より27 チーム約 300 人が参加し、
裸足で天然芝の会場を駆け回りました。

【大会結果※各パート優勝チーム】
▼Ａパート＝探検キッズ①（八女市）▼
Ｂパート＝黒木小陸上部Ａ▼Ｃパート＝柳
川Ｂ＆Ｇ①▼Ｄパート＝やめ体育道場＆
みやまクラブ▼Ｅパート＝八女相撲クラブ
▼ F パート＝岩田ボンバーズ（みやま市）

　

９
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰
に
開
催
さ
れ

た
福
岡
県
民
体
育
大
会
に
は
、
9
競
技
２

０
０
人
が
八
女
市
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
剣
道
競
技
】
▼
団
体
青
年
女
子
の
部
＝

優
勝〔
遠
山
功（
監
督
）、橋
本
あ
ゆ
美（
先

鋒
）、内
藤
小
景
（
中
堅
）、井
手
葉
月
（
大

将
）〕
▼
団
体
青
年
男
子
の
部
＝
第
３
位

〔
小
川
一
洋
（
監
督
）、松
尾
健
汰
（
先
鋒
）、

橋
本
翔
大
（
四
将
）、久
間
雄
大
（
中
堅
）、

松
﨑
秀
典（
副
将
）、松
﨑
太
一
郎（
大
将
）〕

※
優
勝
し
た
青
年
女
子
は
11
月
12
日
か
ら

東
京
で
開
催
さ
れ
る
第
65
回
全
国
青
年

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

【
陸
上
競
技
】《
個
人
》
▼
青
年
男
子
１
５

０
０
ｍ
＝
２
位
・
栗
原
健
太
郎
、
４
０
０

ｍ
＝
３
位
・
安
徳
裕
介
▼
壮
年
男
子
砲
丸

投
げ
70
代
＝
優
勝
・
川
口
博
文 

▼
１
０

０
ｍ
70
代
＝
３
位
・
川
口
博
文
▼
壮
年
女

子
砲
丸
投
げ
40
代
＝
優
勝
・
星
野
知
子

《
総
合
》
青
年
男
子
＝
第
３
位

【
弓
道
競
技
】
▼
一
般
男
子
近
的
の
部
＝
優

勝
▼
一
般
男
子
総
合
＝
第
２
位
〔
永
石
冨

重
（
監
督
）、
青
木
俊
一
郎
、
宮
崎
礼
寿
、

高
橋
康
弘
、
松
﨑
保
元
〕

　９月18日㈰雨天のため会場を変更し、
星野村総合体育館球技場にて「第 54 回
池の山奉納剣道大会」が開催されました。

【結果】▼小学生の部＝紅白戦▼中学生
の部・優勝＝森松寛弥、準優勝＝足達拓
郎、３位＝山科雅仁▼一般の部トーナメ
ント戦・優勝＝星野村剣友会、準優勝＝
矢部村剣友会（敬称略）

第
58
回
県
民
大
会
秋
季
大
会
、
剣
道
青
年
女
子
が
全
国
大
会
へ

スターズ星野結成40周年
記念大会

池の山奉納剣道大会

ス
ポ
ー
ツ
鬼

ご
っ
こ
大
会

　
「
地
域
の
力
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
よ
う
」
を
合
い

言
葉
に
、
黒
木
町
の
有
志
で
つ
く
る
黒
木
町
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
推
進
協
議
会
（
後
藤
和
幸
会
長
）
か
ら
、
黒
木
駅

跡
イ
ベ
ン
ト
広
場
前
に
防
犯
カ
メ
ラ
３
台
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
同
会
か
ら
は
、
今
年
４
月
に
堀
川
バ
ス

黒
木
営
業
所
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
カ
メ
ラ
の
映
像
に

よ
り
、
9
月
上
旬
ご
ろ
か
ら

黒
木
地
区
で
多
発
し
て
い
た

朝
刊
泥
棒
の
犯
人
が
逮
捕
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
安
心
安

全
に
防
犯
カ
メ
ラ
は
大
き
く

力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

町屋まつりを開催しました
　

町
屋
ま
つ
り
が
９
月
23
日
㈮
か
ら
25
日
㈰

ま
で
の
間
、
八
女
福
島
の
白
壁
の
町
並
み
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
八
女
の
伝
統
工
芸
職
人

や
和
蝋
燭
職
人
の
実
演
、
和
太
鼓
演
奏
な
ど

の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
木

下
家
住
宅
前
で
は
、
や
め
女
性
の
会
に
よ
る

心
を
込
め
た
５
メ
ー
ト
ル
の
巻
き
ず
し
づ
く
り

が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
が
深

ま
り
ま
し
た
。
大
茶
会
や
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
福
島
高
校
や
八
女
学
院
の
生
徒

の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

防犯カメラ
で地域の安
心安全を

県大会で優勝した剣道青年女子の皆さんが 10 月
4 日㈫市役所を訪問し、市長に全国大会出場を報
告しました

黒木駅前イベント広場に設
置された防犯カメラ

市長へ目録が手渡されました

おいしくて長～い巻きずしができあがりました
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たくさんの灯籠が夜空に舞った「大淵献燈祭」
  

市
で
は
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市

民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
か
ら
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
事
業
の
提
案
を
募
集

し
ま
す
。

　
選
考
会
議
で
の
審
査
の
上
、
提
案

を
採
択
さ
れ
た
団
体
に
対
し
て
は
、

事
業
に
要
す
る
経
費
と
し
て
50
万

円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
募
集
す
る
提
案
は
、

平
成
29
年
４
月
～
平
成
30
年
３
月

に
実
施
す
る
事
業
の
提
案
で
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
応
募
資

格
や
対
象
経
費
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

募
集
期
間
＝
平
成
28
年
12
月
16

日
㈮
～
平
成
29
年
１
月
27
日
㈮

⃝

募
集
要
項
・
様
式
＝
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市

役
所
地
域
振
興
課
お
よ
び
各
支
所

総
務
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

⃝
事
業
説
明
会
（
次
の
い
ず
れ
か
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
）

①
12
月
12
日
㈪
19
時
～
、
黒
木
支

所
第
３
会
議
室

②
12
月
14
日
㈬
19
時
～
、
お
り
な

す
八
女
交
流
室
Ａ

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興

課
（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」募
集

最
高
50
万
円
を
助
成

多くの来場者で賑わった「夕焼け日曜市」

平
成
29
年
度

　11月９日㈬から11月15日㈫ま
で、秋季全国火災予防運動が実
施されます。秋になり、朝夕の冷
え込みも一層増してきました。こ
れからの季節、空気が乾燥し、火
災が発生しやすい時季を迎えま
す。火の元、火の取り扱いには十
分注意しましょう。火災をはじめと
する災害が発生した時、災害に関
する問い合わせは、災害情報ダイ
ヤル「０１８０・９９９・８３４」を
利用しご確認ください。

秋季全国
火災予防運動
八女消防本部予防課
　　　　24・1119

突
風
被
害 

多
く
の
爪
痕

9
月
28
日
㈬
夜
、
八
女
市
、
筑
後
市
で
竜
巻
と
み
ら
れ
る
突
風
が
発
生
し
ま
し
た
。
八
女

市
内
で
も
新
庄
・
川
犬
地
区
を
中
心
に
ガ
ラ
ス
窓
が
割
れ
る
、
瓦
が
飛
ぶ
な
ど
の
建
物
被

害
や
肋
骨
を
骨
折
す
る
重
傷
者
が
出
た
ほ
か
、
大
雨
も
重
な
り
被
害
が
拡
大
し
ま
し
た
。

福
岡
管
区
気
象
台
発
表
「
竜
巻
の
可
能
性
が
高
い
」

◎
竜
巻
注
意
情
報
発
表

　
９
月
28
日
20
時
39
分

◎
大
雨
警
報
発
表

　
９
月
28
日
20
時
42
分
～
９
月
29
日

20
時
５
分
ま
で

◎
洪
水
警
報
発
表

　
９
月
29
日
0
時
20
分
～
９
月
29
日

５
時
57
分
ま
で

◎
24
時
間
最
大
雨
量

　
八
女
支
部
局
28
日
６
時
～
１
８
０
㍉

◎
最
大
時
間
雨
量　

　
　
　

　
八
女
支
部
局
28
日
23
時
～
44
㍉

◎
人
的
被
害

　
重
傷
者
　
１
名（
男
性
、肋
骨
骨
折
）

◎
建
物
被
害

　
半
壊（
住
家
）３
棟
、全
壊（
非
住
家
）

２
棟
、
一
部
損
壊
（
住
家
）
54
棟
、
半

壊
（
非
住
家
）
１
棟
、
一
部
損
壊
（
非

住
家
）
多
数

◎
農
業
被
害

▽
作
物
被
害

　
な
す
15
㌃
、
被
害
額
７
９
０
万
８
千

円※
水
稲
、
大
豆
の
倒
伏
被
害
は
あ
る
が

未
確
定
の
た
め
未
計
上

▽
施
設
被
害

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（
イ
チ
ゴ
、
な
す
、

レ
タ
ス
）
４
件
、
７
棟
２
１
６
０
㎡
、

被
害
額
１
３
９
２
万
7
千
円

※
い
ず
れ
も
速
報
値

◎
道
路
被
害

　
飛
散
物
や
冠
水
に
よ
り
、
11
路
線
で

一
時
通
行
不
可

気
象
（
警
報
等
）
状
況
に
つ
い
て

主
な
被
害
状
況
に
つ
い
て
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プ
ロ
サ
ッ
ク
ス
奏
者
、
深
町
宏
さ

ん
の
野
外
ラ
イ
ブ
で
す
。
ほ
か
に
も

石
窯
を
使
っ
た
ピ
ザ
や
チ
キ
ン
な
ど

の
食
事
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
20
日
㈰
10
時
～
14

時
30
分

◦
入
場
料
＝
２
５
０
０
円
（
食
事

代
含
む
・
予
約
制
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
夢
た
ち
ば

な
ビ
レ
ッ
ジ
（
☎
３
５
・
０
０
２
２
）

　
焼
き
い
も
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
包

む
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
焼
け
る

ま
で
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
び
、
遊
ん

だ
あ
と
は
ホ
ク
ホ
ク
の
焼
き
い
も
を

一
緒
に
食
べ
ま
し
ょ
う
！
参
加
費
無

料
。
要
申
込
、
先
着
50
人
。

◦
日
時
＝
11
月
19
日
㈯
10
時
～
12
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

め
き
駐
車
場
※
出
店
者
随
時
募
集

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は
保

険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
11
月
13
日
㈰
７
時
30
分

兼
松
団
地
近
い
梅
の
里
公
園
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
道
久
谷

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　
秋
の
夜
長
の
ひ
と
と
き
、
幾
種

類
も
の
ギ
タ
ー
が
織
り
な
す
、
県

内
唯
一
の
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
19
日
㈯
18
時
30
分
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
入
場
料
＝
１
０
０
０
円
（
当
日
１

２
０
０
円
）

◦
曲
目
＝
サ
ウ
ン
ド・オ
ブ・ミュー
ジ
ッ

ク
・
メ
ド
レ
ー
、
君
の
瞳
に
恋
し
て
る
、

ほ
か
※
客
演
深
町
宏
（
サ
ッ
ク
ス
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

◦
日
時
＝
11
月
５
日
㈯
10
時
30
分

～
15
時
、
６
日
㈰
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
東
公
民
館
一
帯

◦
内
容
＝
▽
文
化
作
品
展
示
▽
カ

レ
ー
・
焼
き
そ
ば
、
農
・
海
産
物
・

地
元
特
産
品
等
販
売
▽
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
（
野
田
か
つ
ひ
こ
コ
ン
サ
ー
ト

６
日
13
時
～
）等
▽
抽
選
会（
６
日
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

（
☎
０
９
０・１
３
６
２・０
５
９
５
）

①
田
主
丸
カ
ッ
パ
ウ
オ
ー
ク

◦
集
合
出
発
＝
11
月
６
日
㈰
８
時

②
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
祭
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

◦
集
合
出
発
＝
11
月
12
日
㈯
８
時

③
清
水
山
も
み
じ
ウ
オ
ー
ク

◦
集
合
出
発
＝
11
月
23
日
㈷
８
時

30
分

①
～
③
共
通

◦
集
合
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

※
車
乗
り
あ
わ
せ
で
現
地
へ
出
発

◦
持
参
品
＝
雨
具
、
水
筒
、
タ
オ
ル
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
荒
川
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
４
９
９
７
・
５
８
１
３
）

◦
日
時
＝
11
月
７
日
㈪
～
12
日
㈯

◦
場
所
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師
会

会
員
診
療
所

◦
内
容
＝
無
料
歯
科
健
診
・
フ
ッ

素
塗
布
※
要
予
約
（
実
施
し
て
い

な
い
診
療
所
も
あ
り
ま
す
。
Ｈ
Ｐ

で
も
確
認
い
た
だ
け
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
か
か
り
つ
け
歯
科

医
院
ま
た
は
八
女
筑
後
歯
科
医
師

会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

　
参
加
者
全
員
に
ぜ
ん
ざ
い
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈯
10
時
～
17

時
、
13
日
㈰
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
納
楚
公
民
館
（
駐
車
場

は
県
茶
商
工
業
協
同
組
合
駐
車
場

を
利
用
く
だ
さ
い
）

◦
内
容
＝
作
品
展
示
、
イ
ベ
ン
ト

（
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
大
会
、
竹
細
工

教
室
、子
ど
も
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
実
行
委
員
長
牛

島
さ
ん
（
☎
２
３
・
０
６
８
３
）

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食
品
、

雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
※
悪

天
候
の
場
合
中
止

◦
日
時
＝
11
月
13
日
㈰
９
時
～
12
時

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

「
い
い
な
、
い
い
歯
」
週
間

無
料
歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布

第
13
回
納
楚
文
化
祭

八
女
軽
ト
ラ
市

か
わ
さ
き
よ
か
祭

八
女
歩
こ
う
会（
健
康
ウ
オ
ー
ク
）

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

お
知

ら
せ

多
世
代
交
流
館
「
焼
き
い
も
会
」

Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー
室
内
合

奏
団
第
45
回
定
期
演
奏
会

深
町
宏
オ
ー
タ
ム
ラ
イ
ブ 

in
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」

体験事業

　衣食住から歴史を見てみよう第３
弾。布を織ってブレスレッドを作って
みよう。
◦期日＝11月20日㈰ 10 時～ 12 時
◦集合場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦参加対象＝小学 5 生以上 10 人程度
◦参加費＝ 300 円
◦募集期間＝11月19日㈯まで

電話またはファクスにて申し込みくだ
さい。各体験・講座とも先着順となり
ます。
◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文
化交流館 ( いわいの郷 ) 八女市吉田
1562-１
☎ 24・3200 ／ N24・3210

石庖丁での赤米（古代米）収
穫体験とプラ板作り

　石庖丁をつくって、その石庖丁で赤
米を収穫しよう。またプラ板作りにも
挑戦してみませんか。
◦期日＝11月13日㈰ 10 時～ 12 時
◦集合場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦参加対象＝小学生以上
◦参加費＝無料
◦募集期間＝11月12日㈯まで

布アクセサリーを作ろう

市献血推進協議会（☎ 23・5816）
献血にご協力ください

日にち 時  間 場  所
11/14

㈪
10:00 ～ 12:30 
13:30 ～ 15:30

ふじの里
（黒木町）

11/17
㈭

10:00 ～ 12:30 
13:30 ～ 15:30 総合体育館

竹久夢二展
11/3㈷～27㈰

【秋の星空さんぽ】 夜空の下でみんなでBBQ◦日時＝11月26日㈯14 時集合～27日㈰昼12 時解散◦場所＝げんき館おおぶ
ち◦参加費＝大人6,000 円、小中学生4,500 円、未就学児2,500 円（1泊2 食付）◦申込＝同館☎24・8217※11月20日㈰締切
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れ
ん
さ
ん（
カ
バ
ー
ガ
ー
ル
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
モ
デ
ル
）
を
講
師
に
開

催
。
参
加
費
無
料
。
定
員
30
人

◦
日
時
＝
11
月
22
日
㈫
19
時
開
会

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清
水

町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

◦
日
時
＝
11
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰

９
時
～
17
時

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
内
容
＝
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
ブ
ラ
ウ

ス
、
手
提
げ
袋
、
小
物
等
２
０
０

点
余
り
。
干
支
の
色
紙
・
ふ
き
ん

※
来
年
の
干
支
（
酉
）
の
ふ
き
ん

作
り
も
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
高
塚
さ
し
こ
の
会

代
表
岡
田
さ
ん（
☎
２
２・５
３
５
６
）

　
今
年
創
立
20
周
年
を
迎
え
、
記

念
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
27
㈰
14
時
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
入
場
料
＝
５
０
０
円
（
中
学
生

以
下
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
国
武
さ
ん

（
☎
０
９
０・９
４
０
７・９
８
８
４
）

　
韓
国
の
様
々
な
文
化
や
ハ
ン
グ

ル
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
伝
統
衣

　
八
女
市
前
古
賀
地
区
で
現
在
発

掘
調
査
中
の
、
８
世
紀
を
中
心
と

し
た
集
落
遺
跡
で
あ
る
「
前
古
賀
・

五
反
田
遺
跡
」
の
現
地
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
20
日
㈰
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
市
前
古
賀
※
前
古

賀
交
差
点
か
ら
約
１
５
０
㍍
南

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

　「
暴
力
団
の
存
在
し
な
い
安
全
で

住
み
よ
い
福
岡
県
」
の
実
現
を
目

指
す
た
め
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
22
日
㈫
14
時
～
16
時

◦
場
所
＝
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
財
）
福
岡

県
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・
８
９
３
８
）

　「
モ
デ
ル
と
し
て
～
光
と
苦
労
と
努

力
と
チ
ャ
ン
ス
」
と
題
し
、
粟
田
か

装
韓
服
の
試
着
も
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
①
12
月
６
日
㈫
10
時
～

11
時
30
分
②
12
月
13
日
㈫
13
時
30

分
～
15
時
※
①
②
と
も
同
じ
内
容

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
４
・
５
研
修
室

◦
定
員
＝
各
先
着
20
人
※
12
月
４

日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
資
料
代
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
キ
ム
・
ス

ジ
ン
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８
４
０
９
・

６
６
４
５
）

◦
日
時
＝
11
月
４
日
㈮
17
時
30
分

～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
３
０
０
円
▽
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
て
運
動
指

導
を
行
い
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
タ
マ
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

筑
後

◦
対
象
＝
八
女
市
在
住
小
学
１
～

６
年
生
（
保
護
者
同
伴
）

◦
定
員
＝
50
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
期
限
＝
11
月
５
日
㈯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
川
崎
病
院
地
域

医
療
連
携
室 

橋
爪
さ
ん
、
柴
田
さ

ん
（
☎
２
３
・
３
０
０
５
）

　
見
え
方
・
目
の
使
い
方
に
心
配
の

あ
る
乳
児
・
幼
児
と
保
護
者
を
対
象

に
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
。
１
週

間
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
16
日
㈬
15
時
～
16
時

◦
場
所
＝
県
立
柳
河
特
別
支
援
学
校

◦
内
容
＝
親
子
で
遊
ぶ
活
動
（
歌

遊
び
や
音
・
色
・
光
・
感
触
等
の

感
覚
遊
び
）、
情
報
交
換

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
４
・
７
３
・
２
２
６
３
）

　
正
し
い
知
識
を
持
ち
早
期
発
見
・

治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
医
師

や
専
門
職
に
よ
る
健
康
講
座
を
行

い
ま
す
。
予
約
不
要
。
参
加
無
料
。

◦
日
時
・
内
容
＝
▽
11
月
17
日
㈭

14
時
～
「
化
学
療
法
中
の
食
事
に

つ
い
て
」
▽
12
月
１
日
㈭
14
時
～

「
化
学
療
法
中
の
口
腔
ケ
ア
に
つ

い
て
」
※
毎
月
第
１
木
曜
日
開
催

（
11
月
を
除
く
）
各
回
1
時
間
程

度
（
１
回
完
結
型
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
1
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
診
療
支

援
課
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　
赤
ち
ゃ
ん
よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
人
や
興
味
の
あ

る
人
対
象
。
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
26
日
㈯
10
時
～
11

時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館
本
館

２
階
研
修
室

◦
募
集
人
数
＝
先
着
20
人
（
11
月

１
日
㈫
か
ら
受
付
）

◦
申
込
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な
び
っ
と

八
媛
（
☎
２
２
・
２
５
０
４
）

赤
ち
ゃ
ん
よ
み
き
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

空き家を売りたい・貸し
たい人は、下記までお問
い合わせください。
⃝募集対象エリア＝八女
市全域⃝問い合わせ＝地
域振興課定住対策係（☎
24・8013）★受付時間
＝平日9時～ 16 時 30
分※お越しの際は必ず事
前にお電話ください。

空き家情報を募集しています♪

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

韓
国
の
面
白
い
文
化
と
ハ
ン
グ
ル

教
室
・
講
座

第
35
回
地
域
活
動
講
演
会

高
塚
さ
し
こ
の
会
作
品
展

キ
ッ
ズ
運
動
教
室
in
タ
マ
ホ
ー

ム
ス
タ
ジ
ア
ム
（
川
崎
病
院
）

公
立
八
女
総
合
病
院
健
康
公

開
講
座
「
乳
が
ん
に
つ
い
て
」

柳
河
特
別
支
援
学
校
た
ん
ぽ

ぽ
教
室

暴
力
追
放
福
岡
県
民
大
会

八
女
混
声
合
唱
団
第
３
回
演
奏
会

春の訪れを告げる夢たち
ばな観梅会を平成 29 年
2 月 18 日 ㈯ ～ 26 日 ㈰
に、谷川梅林において開
催します。出店を希望さ
れる人は申し込みくださ
い。なお、出店条件等が
ありますので、詳しいこと
はお問い合わせください。
◦出店募集締切＝11 月
30 日㈬◦対象＝八女市
内に在住または市内に開
業の事業者◦申込・問い
合わせ＝立花町観光協会

（☎ 37・1055）

「
前
古
賀
・
五
反
田
遺
跡
」

発
掘
調
査
現
地
説
明
会

夢たちばな観梅会に
出店しませんか
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◦
日
時
＝
11
月
27
日
㈰
13
時
～
16
時

◦
場
所
＝
タ
マ
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

筑
後
※
雨
天
時
は
屋
内
練
習
場

◦
対
象
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
小
学

生
※
野
球
経
験
は
問
い
ま
せ
ん

◦
内
容
・
講
師
＝
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
ホ
ー
ク
ス
の
現
役
選
手
と
ふ
れ
あ

い
、
野
球
を
通
じ
て
友
達
と
運
動

し
て
遊
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
。
記
念
撮
影
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

抽
選
会
も
予
定
。
参
加
料
無
料
。

◦
定
員
＝
40
人
（
筑
後
七
国
の
他
自

治
体
と
合
わ
せ
２
８
０
人
で
開
催
）

◦
応
募
方
法
＝
①
児
童
の
氏
名
②

フ
リ
ガ
ナ
③
学
年
・
性
別
④
野

球
経
験
の
有
無
⑤
ホ
ー
ク
ス
筑
後

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
加
入
の
有
無
⑤
郵

便
番
号
・
住
所
⑥
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
必
ず
往
復
は
が
き
で
ご

応
募
く
だ
さ
い

◦
日
時
＝
12
月
３
日
㈯ 

▽
午
前
の

部
10
時
～
12
時
▽
午
後
の
部
14
時

～
16
時

◦
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２

階
研
修
室

◦
定
員
＝
各
10
人
（
先
着
）

◦
参
加
費
＝
１
５
０
０
円
（
材
料

費
）

◦
申
込
受
付
＝
11
月
１
日
㈫
～

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

◦
日
時
＝
11
月
26
日
㈯
10
時
50
分

～
17
時
30
分
（
市
役
所
清
水
町
駐

車
場
集
合
）

◦
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春

日
市
原
町
３
―
１
―
７
）

◦
内
容
＝
男
女
共
同
参
画
表
彰
式
・

基
調
講
演
な
ど

◦
参
加
費
＝
無
料
※
昼
食
は
各
自

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
定
員
＝
17
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

◦
申
込
方
法
＝
11
月
14
日
㈪
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
４
）

◦
応
募
締
切
＝
11
月
14
日
㈪
必
着

◦
応
募
・
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
七
国

ホ
ー
ク
ス
連
携
協
議
会
（
☎
０
９
４

２・６
５・７
０
７
３
）
〒833-8601

筑
後
市
山
ノ
井
８
９
８ 

筑
後
市

ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム
連
携
推
進
室
宛

◦
日
時
＝
11
月
27
日
㈰
13
時
～
16

時
40
分
（
12
時
30
分
受
付
～
）

◦
会
場
＝
大
木
町
総
合
体
育
館

◦
内
容
＝
「
だ
れ
で
も
す
ぐ
に
で
き

る
！
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」

◦
参
加
費
＝
20
円
（
傷
害
保
険
代
）

◦
対
象
＝
子
ど
も
会
指
導
者
、
体

験
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
関
心
あ
る
人
な
ど

◦
申
込
＝
南
筑
後
教
育
事
務
所
社

会
教
育
室
へ
電
話
で
11
月
14
日
㈪

ま
で
に
（
☎
０
９
４
２
・
５
３
・
７

５
２
４
）

　
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
は
管
内
の

農
業
関
係
機
関
（
県
・
八
女
市
・

筑
後
市
・
広
川
町
）
と
一
体
と
な
っ

て
、
新
た
に
野
菜
生
産
に
取
り
組

む
こ
と
を
希
望
す
る
人
に
、
生
産

技
術
・
経
営
管
理
等
に
つ
い
て
実

習
、
座
学
を
通
じ
て
研
修
を
行
い

ま
す
。

◦
研
修
生
の
資
格
＝
①
概
ね
45
歳

ま
で
の
人 

②
心
身
と
も
に
健
康
で

農
業
に
意
欲
的
な
人 

③
研
修
終
了

後
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
管
内
に
お

い
て
居
住
し
、
管
内
で
農
業
経
営

を
行
う
人 

④
農
業
経
営
開
始
に
あ

た
り
２
０
０
万
円
程
度
準
備
で
き

る
人

◦
募
集
期
間
＝
11
月
１
日
㈫
～
12

月
26
日
㈪

◦
募
集
人
員
＝
４
人
程
度

◦
研
修
作
目
＝
イ
チ
ゴ・ト
マ
ト（
※

そ
れ
以
外
の
作
物
に
つ
い
て
も
相
談

を
受
け
ま
す
の
で
連
絡
く
だ
さ
い
）

◦
研
修
費
用
＝
原
則
と
し
て
Ｊ
Ａ

ふ
く
お
か
八
女
が
負
担

◦
研
修
期
間
＝
平
成
29
年
6
月
～

平
成
30
年
5
月
の
1
年
間

◦
申
込
方
法
＝
① 「
農
業
研
修
申

込
書
（
様
式
1
号
）」
お
よ
び
「
履

歴
書
（
様
式
2
号
）」
を
Ｊ
Ａ
ふ
く

お
か
八
女 

営
農
指
導
部
農
業
振
興

課
へ
各
1
部
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
）※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
営
農
指
導
部
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
３
７
８
）

　
平
成
29
年
４
月
16
日
㈰
の
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
楽
し
く
歌
う

仲
間
を
募
集
中
で
す
。
毎
週
火
曜

日
14
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で
練
習

し
て
い
ま
す
。
体
験
歓
迎
し
ま
す
。

◦
指
導
＝
鍋
田
和
明
先
生
、
平
洋

子
先
生
、
西
岡
め
ぐ
み
先
生

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
室

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
井
上
さ
ん

（
☎
２
４
・
４
０
６
８
）

　
多
重
債
務
者
が
抱
え
る
問
題
の

解
決
、
救
済
を
図
る
た
め
、
福
岡

県
と
福
岡
県
弁
護
士
会
お
よ
び
福

岡
県
司
法
書
士
会
が
連
携
し
、「
多

重
債
務
者
無
料
相
談
ウ
ィ
ー
ク
」

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
無
料
。

◦
期
間
＝
11
月
7
日
㈪
～
11
日
㈮

◦
会
場
＝
八
女
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
（
八
女
市
本
町
５
９
９
番
地

八
女
社
会
福
祉
会
館
）

◦
受
付
＝
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
３
２
・
１
６
０
０
）

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
・
青
年
リ
ー

ダ
ー
養
成
事
業

平
成
29
年
度
（
第
３
期
生
）

農
業
研
修
生

あ
す
ば
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
バ
ス
ツ
ア
ー

八
女
女
声
合
唱
団

マ
ー
ミ
ン
グ
コ
ー
ル
団
員

多
重
債
務
者
無
料
相
談

ウ
ィ
ー
ク

空き家情報を募集しています♪
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
キ
ッ
ズ
２
０
１
６

お
せ
ち
に
彩
り
を
！

野
菜
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

◦期日＝１月29日㈰
◦会場＝べんがら村周辺
◦種目＝▽ファミリー 1.5㌔
▽小・中学生 2㌔
▽一般・マスターズ 4.5㌔
▽一般 10㌔
◦参加資格＝健康に自信のある 5 歳以
上の人
◦参加料＝1,000 円（小中学生 500 円）
◦申込方法＝申込書に必要事項を記入
の上、最寄りの郵便局にて参加料を振り
込むか、参加料と申込書を直接八女市
総合体育館へ持参ください。
◦申込締切＝12 月16日㈮
◦問い合わせ＝八女市総合体育館
　（☎２４・１２３０）

「茶のくに・やめ」
第 36 回

マラソン大会
参加者
募集！
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【第 32 回絣の里巡りin 筑後】◦日時＝
11/12 ㈯ 9:00 ～ 17:00、13 ㈰ 9:00 ～
16:00◦場所＝熊野区公民館◦問＝筑
後市観光協会（☎ 0942・53・4229）

【 第 6 回まかない飯グランプリ】◦日時
＝11/20 ㈰ 10:30 ～ 17:00 ※チケット
販売 9 時～◦場所＝筑後広域公園◦問
＝商工会議所（☎ 0942・52・3121）

【白秋祭水上パレード】◦日時＝11/1
㈫～ 3 ㈷ 18:00 ～ 21:00◦場所＝川
下りコース◦問＝柳川市観光案内所

（☎ 0944・74・0891）
【柳川よかもんまつり】◦日時＝11/19
㈯ 10:00～ 16:00、20㈰ 9:00～ 16:00
◦場所＝柳川市むつごろうランド◦問
＝柳川市観光課（☎ 0944・73・8111）

【まるごとみやま秋穫祭】◦日時＝
11/19 ㈯～ 20 ㈰ 9:30 ～ 16:00 ◦場
所＝みやま市立図書館駐車場周辺◦
問＝市商工観光課(☎0944・64・1523）

【ひろかわ古墳まつり】◦日時＝
11/13 ㈰ 9:00 ～ 15:00 ◦場所＝石人
山・弘化谷古墳公園※雨天決行
◦問＝同実行委員会（☎ 32・5555）

みやま市

広川町

筑後市

柳川市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国 　
解
雇
、
雇
止
め
、
セ
ク
ハ
ラ
等
の

労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。（
※
相
談
無
料
、
予

約
不
要
、
秘
密
厳
守
）

◦
日
時
＝
11
月
13
日
㈰
10
時
～
18
時

◦
相
談
方
法
＝
面
談
ま
た
は
電
話

◦
相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福

岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

福
岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階

　
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日

ま
で
に
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
開
催
日
程
＝
▽
11
月
９
日
㈬
18

時
30
分
～
20
時
30
分
▽
11
月
24
日

㈭
18
時
30
分
～
20
時
30
分
▽
12
月

７
日
㈬
13
時
～
15
時

◦
場
所
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
予
約
電
話
＝
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
２
２
（
平
日
９
時
～
17
時
）

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
、
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題

の
相
談
に
つ
い
て
人
権
擁
護
委
員

と
法
務
局
職
員
が
無
料
で
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
日
時
＝
11
月
14
日
㈪
～
20

日
㈰
▽
平
日 

８
時
30
分
～
19
時

▽
土
日 
10
時
～
17
時

◦
全
国
共
通
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
＝
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１

０ 

※「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

で
は
平
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15

分
ま
で
（
そ
れ
以
外
は
留
守
番
電

話
対
応
）、
女
性
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・
８
３
２
・

４
３
１
１
）

　
利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
に
は
事
前
に
団
体
登
録
が
必

要
で
す
。

◦
12
月
利
用
者
の
会
＝
11
月
19
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

八
女
中
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
し

尿
処
理
の
副
産
物
で
あ
る
乾
燥
汚

泥
を
肥
料
と
し
て
販
売
し
て
い
ま

す
。
こ
の
肥
料
は
、
国
の
肥
料
取

締
法
に
基
づ
き
「
八
女
大
地
」
の

名
称
で
し
尿
汚
泥
肥
料
と
し
て
肥

料
登
録
済
み
で
す
。
農
業
は
も
と

よ
り
家
庭
菜
園
等
に
活
用
く
だ
さ

い
。
10
㎏
入
り
１
袋
を
40
円
で
、

１
袋
か
ら
販
売
し
ま
す
。
配
達
は

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
直
接
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
中
部
衛
生

セ
ン
タ
ー
（
北
田
形
１
０
２
２
）

☎
２
４
・
５
４
１
９

～
２
年
間
勤
務
で
返
済
を
免
除
～

　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
保

育
人
材
確
保
の
た
め
、
福
岡
県
で

は
、
資
格
を
持
ち
な
が
ら
保
育
士

と
し
て
働
い
て
い
な
い
「
潜
在
保
育

士
」
に
対
し
、
就
職
支
援
の
た
め

の
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。
県
内

の
保
育
所
等
に
２
年
間
勤
務
し
た

場
合
、
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

◦
貸
付
額
＝
保
育
料
の
半
額
（
月

額
２
万
７
千
円
上
限
・
１
年
限
度
）、

就
職
準
備
金
（
20
万
円
上
限
・
１

回
限
度
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
社
会

福
祉
協
議
会
総
務
課
（
☎
０
９

２
・
５
８
４
・
３
３
７
７
／
O

０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
６
９
／

Shttp://w
w

w.fsw.or.jp/jigyo/
hoikushisikin/hoikushisikin.
htm

l

）

　

中
学
生
・
保
護
者
・
教
員
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

①
11
月
９
日
㈬
19
時
～
20
時
／
星

野
行
政
福
祉
セ
ン
タ
ー

②
11
月
12
日
㈯
17
時
30
分
～
19
時

30
分
／
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

③
11
月
15
日
㈫
19
時
～
20
時
／
矢

部
公
民
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
２
２
・

５
１
４
８
）

指定鍼灸院でのはり・
きゅう治療について
　八女市指定鍼灸院でのは
り・きゅう治療では、1回に
つき１,000 円を助成します。
※一人につき１か月７回まで。
◆対象となる人　
▪八女市国民健康保険に加
入している人
▪八女市内にお住まいで後期
高齢者医療に加入している人
◆助成の受けかた　
▪被保険者証および印鑑を
八女市指定鍼灸院に直接持
参ください。詳細は各鍼灸
院か次へお尋ねください。
⃝問い合わせ＝市民課国保
年金係（☎ 23・1116）／公
費医療係（☎ 23・1117）

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

「
八
女
大
地
」
の
販
売

保
育
士
就
職
支
援
資
金
貸
付

を
開
始
し
ま
し
た

県
立
福
島
高
等
学
校 

放
課
後
等
説
明
会
・
相
談
会

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

養
育
費
な
ど
の
無
料
法
律
相
談

労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

【
田
崎
廣
助
美
術
館
臨
時
休
館

の
お
知
ら
せ
】
展
示
作
品
入
れ

替
え
の
た
め
、
11
月
８
日
㈫
～

18
日
㈮
ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す
。



広報やめ　2016.11.127

火災出火件数  0件 （18件）
救急出動件数 240件 （2,363件）
救急搬送人数 234人 （2,282人）

人身事故発生件数 25件 （333件）
傷　　者 31人 （451人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 65,590 (-99)
男 30,881  (-24)
女 34,709  (-75)

世帯数 24,589  (-11)
　※（　）内は前月比

出生 43 人 死亡 81人
転入 178 人 転出 239人

◦国民健康保険税（5 期）
◦後期高齢者医療保険料（5 期）
◦介護保険料（5 期）
◦住宅使用料（11 月）
◦保育料（11 月）

▼ 9 月の交通事故の状況

▼ 9 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（9 月30日現在）

▼ 9 月の異動
納期限・口座振替日は11月30日㈬

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

予約

11月に
納める
もの

無料法律相談
◦11月17日㈭ 、12 月1日㈭ ／ 相談13:00
　～16:00 ／場所・法務局八女支局（収
　入等一定額以下等の条件あり）※予約・
　法テラス福岡☎ 050・3383・5502
◦11 月11日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦11 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦11 月 25 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域福
　祉センター（上陽）※予約☎ 54・3629
◦11 月18 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　／八女商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦11月10日㈭ 13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦11月21日㈪ 9:30 ～ 11:00
　／働く女性の家（立花）
障害者相談支援センターリーベル出張相談
◦11月15日㈫ 10:00 ～ 11:00 ／黒木支所
◦11月11日㈮ 13:00 ～14:00 ／矢部公民館
◦11月18日㈮ 13:00～14:00／そよかぜ（星野）
　問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦11月4日㈮13:00 ～16:00/社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦11月10日㈭ 13:30～16:00／社会福祉会館
◦11月8日㈫ 13:30～16:00／
　地域福祉センター（上陽）
◦11月2日㈬、16日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月7日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦11月18日㈮ 13:30 ～ 16:00/社会福祉会館
◦11月11日㈮ 13:30 ～16:00/ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦11月2日 ㈬、16日 ㈬、30日 ㈬13:30
　～ 16:00 ／社会福祉会館
◦11月2日㈬、16日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月9日㈬13:30 ～ 16:00

　／地域福祉センター（上陽）
◦11月9日㈬ 9:30 ～12:00 ／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦11月4日㈮ 13:00～15:00/八女商工会議所
定例税務相談会
◦11月14日㈪ 10:00～15:00/八女商工会議所
経営支援相談会
◦11月21日㈪13:30 ～ 16:30
　／八女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦11月15日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所103会議室
◦11月10日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月11日㈮・15日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月15日㈫ 10:00～12:00／かがやき（立花）
◦11月24日㈭ 10:00 ～ 12:00 ／星野支所
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。予
約をすれば待ち時間が少なくなります。
※基礎年金番号をお知らせください。
◦月曜（休日の場合は翌日） 8:30～ 19:00／
火～金8:30 ～ 17:15 ／毎月第2土曜日9:30
～ 16:00※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談
◦第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総合
　庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉   
　会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市役
所消費生活センター☎23・1183
◦毎週水曜 9:00 ～ 16:00 ／黒木支所

　第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦11月15日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市消
費生活センター※予約  ☎23・1183

教育相談
◦平日9:00～17:00／八女市教育委員会
　☎0120・784・110
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎0942・52・4949
養育費電話相談
◦平日9:00～16:00／福岡県母子家庭等
　就業・自立支援センター（春日）
　☎092・584・3931
やめ女性ホットライン
◦平日10:00 ～17:00 ／☎092・513・7337
交通事故相談
◦平日9:15～17:00／日本損害保険協
　会そんぽADRセンターナビダイヤル
　（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話（ミズ・リリーフ・ライン）
◦平日9:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎092・632・7830）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉環
　境事務所（☎0944・72・2610）
多重債務相談
◦平日9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
　福岡財務支局 ☎092・411・7291
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司法
　書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）　☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）☎24・8922
◦上陽地域包括（上陽支所内）☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）☎24・8212

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ



おたんじょうびおめでとう
１
歳
お
め
で
と
う
♡
い
つ
も
幸
せ
を
あ
り

が
と
う
！
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

１
歳
お
め
で
と
う
☆
こ
れ
か
ら
も
ニ
コ
ニ

コ
笑
顔
で
み
ん
な
を
癒
や
し
て
ね
♡
♡

瑛
心
１
歳
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も
ス

ク
ス
ク
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ね
！

祝
１
歳
☆
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
元
気

に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
！

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も

姉
妹
仲
良
く
大
き
く
育
っ
て
ね
♡

と
て
も
や
ん
ち
ゃ
な
啓
太
。元
気
に
す
く
す

く
お
お
き
く
な
っ
て
ね
。大
好
き
だ
よ
。

♡
１
歳
お
め
で
と
う
♡
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲

良
く
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
♡

颯
輝
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
皆
の
愛
情
に

包
ま
れ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
。
大
す
き
♡

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
�
こ
れ

か
ら
も
笑
顔
で
元
気
に
育
っ
て
ネ
♡

愛
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と
う
♡
３
人
兄

妹
仲
良
く
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ね
♡

１
歳
♡
お
め
で
と
う
！
や
ん
ち
ゃ
な
ひ
ゅ
う
ま

く
ん
！
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
育
っ
て
ね
！

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
な
あ
お
ち
ゃ
ん
♡
１
歳

お
め
で
と
う
�

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
そ
う

ち
ゃ
ん
の
笑
顔
に
癒
や
さ
れ
て
る
よ
！

祝
１
歳
お
め
で
と
う
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
ご
き

げ
ん
さ
ん
。こ
れ
か
ら
も
元
気
に
育
っ
て
ね
！

祝
★
１
歳
お
め
で
と
う
！
お
姉
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
、
ま
っ
す
ぐ
元
気
に
育
っ
て
ね
。

立山 明
あ か り

空ちゃん

井手 柑
か ん な

菜ちゃん

甲斐田 瑛
えいしん

心ちゃん 甲木 志
し お ん

穏ちゃん

三角 朱
あ か り

璃ちゃん

中島 啓
け い た

太ちゃん

堤 莉
り こ

心ちゃん

大坪 颯
は や て

輝ちゃん

牛島 彩
い ろ は

葉ちゃん

濱﨑 愛
あ い り

梨ちゃん

田中 策
さ く や

也ちゃん

古賀 桃
と う ご

悟ちゃん

新原 碧
あ お の

乃ちゃん

中島 蒼
そ う た

太ちゃん

Ｈ27年11月2日生（納楚）

Ｈ27年11月10日生（吉田）

Ｈ27年11月21日生（前古賀） Ｈ27年11月21日生（室岡）

Ｈ27年11月2日生（立野）

Ｈ27年11月11日生（本町）

Ｈ27年11月29日生（龍ヶ原）

Ｈ27年11月7日生（蒲原）

Ｈ27年11月18日生（国武）

Ｈ27年11月30日生（大島） Ｈ27年11月30日生（高塚）

Ｈ27年11月9日生（亀甲）

Ｈ27年11月20日生（馬場）

Ｈ27年11月8日生（立花町）

Ｈ27年11月18日生（立野）

原 彪
ひゅうま

真ちゃん

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・
生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送で
お申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝秘書広報課秘書広報係（☎23・1110）

特別展「八女
の名宝」の開催

㊱市長コラム
　

現
在
、
九
州
歴
史
資
料
館
（
小
郡
市
）
に
お
い
て
、
県
内
の
歴
史
文

化
遺
産
を
地
域
ご
と
に
紹
介
す
る
特
別
展
の
第
一
弾
と
し
て
「
歴
史
と

自
然
が
お
り
な
す
郷・特
別
展『
八
女
の
名
宝
』」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
催
し
で
は
、「
八
女
古
墳
群
」「
谷
川
寺
」「
五
條
家
」「
伝
統
工
芸
」

と
い
う
４
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
筑
紫
君
磐
井
の
墓
と
さ
れ
る
岩
戸

山
古
墳
か
ら
の
出
土
品
や
、
個
性
豊
か
な
古
仏
群
を
伝
え
る
谷
川
寺
の

什
宝
、
南
北
朝
時
代
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
五
条
家
文
書
、
八
女
の
多

彩
な
伝
統
工
芸
品
な
ど
、総
勢
１
１
２
点
が
展
示・紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
私
も
開
催
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
内
覧
会
に
出
席
し
、
地
域
で
脈
々
と

守
ら
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
「
名
宝
」
が
一
堂
に
会
す
る
さ
ま
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
矢
部
川
・
星
野
川
流
域
に
育
ま
れ
た
私
た
ち
の
ふ
る
さ

と
が
、
悠
久
の
歴
史
、
文
化
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
今
回
の
企
画
が
市
内
外
の
多
く
の
方
々
に
、
八
女
の
歴
史
・
文
化

の
神
髄
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
大

変
期
待
し
て
い
ま
す
。
▼
現
在
八
女
市
で
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
地

域
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
歴
史
・
文
化
遺
産
の
活
用
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、あ
わ
せ
て
代
表
的
な
「
南
北
朝
時
代
」
や
「
筑
紫
君
磐
井
」

な
ど
の
縁
を
通
じ
て
、
奈
良
県
吉
野
町
や
熊
本
県
菊
池
市
、
大
阪
府

高
槻
市
な
ど
と
交
流
を
深
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
▼
今
後
も
こ
れ
ら
の

自
治
体
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
、

先
人
の
足
跡
を
た
ど
り
、
そ
れ
ら
を

磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
自
然
や
歴
史
、

伝
統
芸
能
に
あ
ふ
れ
た
風
情
豊
か
な

八
女
を
、
わ
が
ふ
る
さ
と
と
し
て
大

切
に
守
り
、
さ
ら
に
地
域
に
活
力
を

生
み
出
す
「
地
方
創
生
」
の
キ
ー
ワ
ー

ド
の
一
つ
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特別展は11月13日まで開催されています。

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所秘書広報課秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

▼
応
急
手
当
普
及
員
講
習
を
受

講
し
ま
し
た
。
や
り
方
や
考
え

方
が
以
前
と
変
わ
っ
て
お
り
、救

命
法
の
進
歩
を
感
じ
ま
し
た
。

大
切
な
命
を
守
る
技
法
を
普
及

さ
せ
る
事
の
大
切
さ
を
よ
り
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
小
林
秀
雄
の
エ
ッ
セ
イ「
美
を

求
め
る
心
」
の
影
響
か
、
今
秋

は
少
し
美
術
館
巡
り
に
挑
戦
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。日
々
の

慌
た
だ
し
い
暮
ら
し
の
中
に
も

芸
術
を
楽
し
む
心
の
ゆ
と
り
を

持
ち
た
い
も
の
で
す
。（
Ｋ
・
Ｋ
）

▼
晩
秋
と
は
思
え
な
い
よ
う
な

気
候
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
日

暮
れ
の
早
さ
に
季
節
の
移
り
変

わ
り
を
感
じ
ま
す
。
11
月
、
各

地
の
秋
祭
り
を
た
く
さ
ん
訪
問

し
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｋ・Ｓ
）
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